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令和８年度 男女平等・共同参画及び性の多様性に関する区民意識調査報告 
 

１ 調査の目的 

この調査は、男女平等・共同参画及び性の多様性に関する区民の意識を把握し、今後の関係施

策を推進するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

２ 調査の内容 

Ⅰ 男女平等に関する意識と実態  Ⅱ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

Ⅲ 人権・性の多様性の尊重    Ⅳ 区の男女平等・共同参画及び性の多様性尊重施策 

 

３ 調査方法と回収状況 

（１）調 査 地 域   目黒区全域 

（２）調 査 対 象   目黒区在住の 18歳以上の個人 

（３）対 象 者 数   2,500人（女性 1,250人、男性 1,250人） 

（４）抽 出 方 法   住民基本台帳を基に男女別に無作為抽出 

（５）調 査 方 法   郵送配布－インターネット回答 

（６）調 査 期 間   令和 8年 4月 24日（調査書発送）～令和 8年 5月 31日 

（７）調査実施機関   目黒区総務部人権政策課 

（８）回 収 状 況 

 標本数 有効回収数※ 有効回収率 

総 数 2,500 713 28.5％ 

女 性 1,250 384 30.7％ 

男 性 1,250 327 26.2％ 

   ※有効回収総数には性別についての設問で「それ以外」と回答した人を含む。 

【参考】令和７年度 男女平等・共同参画及び性の多様性に関する区民意識調査 

○調査方法と回収状況 

（１）調 査 地 域   目黒区全域 

（２）調 査 対 象   目黒区在住の 18歳以上の個人 

（３）対 象 者 数   2,500人（女性 1,250人、男性 1,250人） 

（４）抽 出 方 法   住民基本台帳を基に男女別に無作為抽出 

（５）調 査 方 法   郵送配布－インターネット回答 

（６）調 査 期 間   令和 7年 4月 25日（調査案内発送）～令和 7年 6月 1日 

（７）調査実施機関   目黒区総務部人権政策課 

 標本数 有効回収数 有効回収率 

総 数 2,500 737 29.5％ 

女 性 1,250 403 32.2％ 

男 性 1,250 329 26.3％ 

（８）回 収 状 況 

 

 

 

 

      ※有効回収総数には性別についての設問で「それ以外」と回答した人を含む。 
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Ｎ＝母集団数 

ｎ＝比率算出の基数（回答者数） 

Ｐ＝回答の比率 

         

４ 報告書の見方 

 

（１）回答は、各質問の回答者数（ｎ）を基礎とした百分率（％）で表示した。 

 

（２）百分率は、小数第二位を四捨五入してあるため、比率の合計が 100%にならない場合がある。 

 

（３）複数回答の場合には、回答比率の合計が 100%を超える場合がある。 

 

（４）信頼度を 95％とした場合、標本誤差は下式により求められる。 

 

Ｎ－ｎ  Ｐ（１－Ｐ） 

Ｎ－１    ｎ 

 

    母集団数（令和 7年 4月 1日現在の目黒区の 18歳以上の人口）は 246,215人 

 

今回の調査結果の標本誤差は以下のとおり。 

回答比率 

    (Ｐ) 

ｎ 

90%又は 

10%程度 

80%又は 

20%程度 

70%又は 

30%程度 

60%又は 

40%程度 
50%程度 

737 ±2.2 ±3.0 ±3.4 ±3.7 ±3.7 

600 ±2.4 ±3.3 ±3.7 ±4.0 ±4.1 

500 ±2.7 ±3.6 ±4.1 ±4.4 ±4.5 

400 ±3.0 ±4.0 ±4.6 ±4.9 ±5.0 

300 ±3.5 ±4.6 ±5.3 ±5.7 ±5.8 

200 ±4.2 ±5.7 ±6.5 ±6.9 ±7.1 

100 ±6.0 ±8.0 ±9.2 ±9.8 ±10.0 

 

 

 

 

 

 

（５）コメント掲載基準 

ア 性別により回答に大きく違いがあるもの 

イ 前回調査と比較可能な設問については、前回の調査結果と比べて変化の大きいもの（標本

誤差の範囲内のものについてはコメントしない。） 

ウ 区の施策への要望等については、要望の多い項目を記載（問 4・9・11・13・20・22・23） 

 

 

標本誤差＝±２ × 

【表の見方】 

たとえば、ある設問に「そう思う」と回答した人が全体（ｎ＝713）の 20.0％であった場合、
上記表の回答比率に当てはめると、20％程度の標本誤差は±3.0％であるため、「そう思う」と考
えている人は、標本誤差を補正すると、17.0％から 23.0％の間にあることが、95％の信頼度でい
えることになります。 



【回答者のプロフィール】

F1　自認する性別

全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

F2　年齢

全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

①53.9%

②45.9%

③0.3%

①女性

②男性

③それ以外

①1.4%

①0.8%

①2.1%

②10.4%

②10.2%

②10.7%

③15.1%

③14.3%

③15.9%

④20.3%

④21.9%

④18.3%

⑤21.6%

⑤22.4%

⑤20.8%

⑥18.2%

⑥20.1%

⑥16.2%

⑦12.9%

⑦10.4%

⑦15.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①１０歳代

②２０歳代

③３０歳代

④４０歳代

⑤５０歳代

⑥６０歳代

⑦７０歳以上
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F３　パートナーの有無

全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

F３で配偶者（事実婚のパートナーを含む。）がいると回答があった中で
F3－1　　共働き（パート・アルバイトを含む。）であるかどうか

全体 N= 435 女性 N= 222 男性 N= 212 それ以外 N= 1

①61.0%

①57.8%

①64.8%

②1.0%

②0.8%

②1.2%

③7.9%

③7.8%

③7.6%

④30.2%

④33.6%

④26.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①配偶者（事実婚を

含む。）

②同性パートナー

③交際相手

④パートナーはい

ない

①63.2%

①68.9%

①57.1%

②36.8%

②31.1%

②42.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①共働きである

②共働きではない
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F４　世帯構成

全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

F５　家庭内に子どもや介護が必要なかたがいるかどうか（複数回答）

全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

①24.3%

①26.6%

①21.4%

②26.8%

②24.7%

②29.4%

③37.7%

③40.6%

③34.6%

④6.2%

④4.2%

④8.6%

⑤1.3%

⑤1.3%

⑤1.2%

⑥3.8%

⑥2.6%

⑥4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①単身（一人暮らし）

②夫婦（自分とパー

トナー）のみ

③親と独身の子ども

（ひとり親世帯を含

む。）

④親と子ども夫婦

（二世代家族）

⑤親と子ども夫婦と

孫（三世代家族）

⑥その他

①9.5%

①7.6%

①11.9%

②5.6%

②4.4%

②7.0%

③6.2%

③7.0%

③5.2%

④4.9%

④3.9%

④6.1%

⑤5.9%

⑤6.8%

⑤4.9%

⑥74.1%

⑥75.3%

⑥72.5%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①未就学児

②小学１年生～３

年生

③小学４年生～６

年生

④中学生

⑤介護が必要なか

た

⑥１～５のいずれも

いない
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【Ⅰ　男女平等に関する意識と実態】

全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問１ 　社会や家庭などで性別による固定的な役割があるという考え方について、あなたはどう思
いますか。（単一回答）

問１ 　社会や家庭などで性別による固定的な役割があるという考え方について、あなたはどう
思いますか。（単一回答）

①2.5%

①0.3%

①4.9%

②14.4%

②10.7%

②19.0%

③32.8%

③34.6%

③30.9%

④41.4%

④46.1%

④35.8%

⑤8.8%

⑤8.3%

⑤9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①賛成

②どちらかといえ

ば賛成

③どちらかといえ

ば反対

④反対

⑤わからない

①1.8%

①0.5%

①3.3%

②15.9%

②12.2%

②20.7%

③28.9%

③31.5%

③26.1%

④44.1%

④46.9%

④39.8%

⑤9.4%

⑤8.9%

⑤10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①賛成

②どちらかとい

えば賛成

③どちらかとい

えば反対

④反対

⑤わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問２（ア）　主に目黒区内における家庭生活（家事・育児・介護）の分野で、性別による差別（不利益）
が無く、平等になっていると思いますか。（単一回答）

家庭生活の分野について「男女平等である」と回答した人は女性が18.6％、男性が35.2％で男女差がある。同様に
「女性に対する差別がある」と「どちらかといえば女性に対する差別がある」と回答した人は、全体で36.1％と前年の
36.0％と同程度だが、男女間における認識の差をみると11.8％から19.7％と拡大している。

問２（ア）　主に目黒区内における家庭生活（家事・育児・介護）の分野で、性別による差別（不利
益）が無く、平等になっていると思いますか。（単一回答）

①1.3%

①0.5%

①1.8%

②4.1%

②4.2%

②4.0%

③26.2%

③18.8%

③35.2%

④26.1%

④30.5%

④21.1%

⑤10.0%

⑤14.6%

⑤4.3%

⑥32.4%

⑥31.5%

⑥33.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する差

別がある

②どちらかといえ

ば男性に対する差

別がある

③男女平等である

④どちらかといえ

ば女性に対する差

別がある

⑤女性に対する差

別がある

⑥わからない

①1.8%

①0.7%

①3.0%

②5.2%

②3.0%

②7.6%

③27.8%

③22.6%

③34.7%

④28.0%

④29.0%

④26.1%

⑤8.0%

⑤11.9%

⑤3.0%

⑥29.3%

⑥32.8%

⑥25.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する

差別がある

②どちらかとい

えば男性に対す

る差別がある

③男女平等であ

る

④どちらかとい

えば女性に対す

る差別がある

⑤女性に対する

差別がある

⑥わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問２（イ）　主に目黒区内における労働・雇用・職場の分野で、性別による差別（不利益）が無く、平
等になっていると思いますか。（単一回答）

問２（イ）　主に目黒区内における労働・雇用・職場の分野で、性別による差別（不利益）が無く、平
等になっていると思いますか。（単一回答）

①1.3%

①0.0%

①2.4%

②5.6%

②4.4%

②7.0%

③26.2%

③20.1%

③33.6%

④30.3%

④33.6%

④26.6%

⑤9.8%

⑤13.0%

⑤5.8%

⑥26.8%

⑥28.9%

⑥24.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する差

別がある

②どちらかといえ

ば男性に対する差

別がある

③男女平等である

④どちらかといえ

ば女性に対する差

別がある

⑤女性に対する差

別がある

⑥わからない

①1.2%

①1.0%

①1.5%

②4.5%

②1.7%

②7.9%

③25.2%

③18.6%

③33.7%

④31.2%

④32.5%

④28.9%

⑤10.0%

⑤12.9%

⑤6.4%

⑥27.8%

⑥33.3%

⑥21.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する

差別がある

②どちらかとい

えば男性に対す

る差別がある

③男女平等であ

る

④どちらかとい

えば女性に対す

る差別がある

⑤女性に対する

差別がある

⑥わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問２（ウ）　主に目黒区内における学校教育の分野で、性別による差別（不利益）が無く、平等に
なっていると思いますか。（単一回答）

学校教育の分野について「男女平等である」と回答した割合は男女とも減少している。男性は５割近くが「男女平等で
ある」と回答した一方、女性は約4割であり、男女差がある。

問２（ウ）　主に目黒区内における学校教育の分野で、性別による差別（不利益）が無く、平等に
なっていると思いますか。（単一回答）

①1.0%

①0.3%

①1.5%

②2.4%

②2.3%

②2.4%

③44.0%

③37.8%

③51.7%

④6.7%

④8.3%

④4.9%

⑤2.8%

⑤4.2%

⑤0.9%

⑥43.1%

⑥47.1%

⑥38.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する差

別がある

②どちらかといえ

ば男性に対する差

別がある

③男女平等である

④どちらかといえ

ば女性に対する差

別がある

⑤女性に対する差

別がある

⑥わからない

①0.7%

①0.5%

①0.9%

②2.7%

②1.2%

②4.3%

③48.2%

③40.7%

③58.1%

④8.5%

④9.9%

④6.4%

⑤1.6%

⑤2.5%

⑤0.6%

⑥38.3%

⑥45.2%

⑥29.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する

差別がある

②どちらかとい

えば男性に対す

る差別がある

③男女平等であ

る

④どちらかとい

えば女性に対す

る差別がある

⑤女性に対する

差別がある

⑥わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問２（エ）　主に目黒区内における政治の分野で、性別による差別（不利益）が無く、平等になってい
ると思いますか。（単一回答）

政治の分野について「男女平等である」と回答した人は全体として5％増加したが、女性が15.6％、男性が37.0％で
あり、男女差が大きい。

問２（エ）　主に目黒区内における政治の分野で、性別による差別（不利益）が無く、平等になって
いると思いますか。（単一回答）

①0.7%

①0.3%

①0.9%

②2.8%

②3.6%

②1.8%

③25.4%

③15.6%

③37.0%

④30.9%

④33.3%

④28.1%

⑤14.9%

⑤20.1%

⑤8.6%

⑥25.4%

⑥27.1%

⑥23.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する差

別がある

②どちらかといえ

ば男性に対する差

別がある

③男女平等である

④どちらかといえ

ば女性に対する差

別がある

⑤女性に対する差

別がある

⑥わからない

①2.0%

①2.2%

①1.8%

②2.4%

②1.2%

②4.0%

③20.4%

③11.7%

③31.3%

④32.3%

④33.5%

④31.0%

⑤18.3%

⑤23.1%

⑤11.9%

⑥24.6%

⑥28.3%

⑥20.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する

差別がある

②どちらかとい

えば男性に対す

る差別がある

③男女平等であ

る

④どちらかとい

えば女性に対す

る差別がある

⑤女性に対する

差別がある

⑥わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問２（オ）　主に目黒区内における地域の活動や行事の分野で、性別による差別（不利益）が無く、
平等になっていると思いますか。（単一回答）

問２（オ）　主に目黒区内における地域の活動や行事の分野で、性別による差別（不利益）が無く、
平等になっていると思いますか。（単一回答）

①0.3%

①0.0%

①0.3%

②3.4%

②1.8%

②5.2%

③38.0%

③33.1%

③44.0%

④14.6%

④16.9%

④11.9%

⑤4.6%

⑤4.9%

⑤4.0%

⑥39.1%

⑥43.2%

⑥34.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する差

別がある

②どちらかといえ

ば男性に対する差

別がある

③男女平等である

④どちらかといえ

ば女性に対する差

別がある

⑤女性に対する差

別がある

⑥わからない

①0.8%

①0.5%

①1.2%

②2.4%

②1.5%

②3.6%

③39.5%

③32.8%

③48.3%

④16.7%

④16.1%

④16.1%

⑤4.6%

⑤6.0%

⑤3.0%

⑥36.0%

⑥43.2%

⑥27.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する

差別がある

②どちらかとい

えば男性に対す

る差別がある

③男女平等であ

る

④どちらかとい

えば女性に対す

る差別がある

⑤女性に対する

差別がある

⑥わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問２（カ）　主に目黒区内における防災活動の分野で、性別による差別（不利益）が無く、平等に
なっていると思いますか。（単一回答）

問２（カ）　主に目黒区内における防災活動の分野で、性別による差別（不利益）が無く、平等に
なっていると思いますか。（単一回答）

①1.7%

①0.8%

①2.4%

②9.4%

②9.6%

②9.2%

③28.8%

③22.9%

③35.8%

④9.7%

④11.2%

④8.0%

⑤3.1%

⑤3.4%

⑤2.4%

⑥47.4%

⑥52.1%

⑥42.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する差

別がある

②どちらかといえ

ば男性に対する差

別がある

③男女平等である

④どちらかといえ

ば女性に対する差

別がある

⑤女性に対する差

別がある

⑥わからない

①1.9%

①1.2%

①2.7%

②7.9%

②7.4%

②8.5%

③31.2%

③22.8%

③41.9%

④11.4%

④10.7%

④11.9%

⑤2.6%

⑤2.2%

⑤3.0%

⑥45.0%

⑥55.6%

⑥31.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①男性に対する

差別がある

②どちらかとい

えば男性に対す

る差別がある

③男女平等であ

る

④どちらかとい

えば女性に対す

る差別がある

⑤女性に対する

差別がある

⑥わからない
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［問２で一つでも「男性に対する差別がある」「女性に対する差別がある」と回答したかたのみ］

問２-１　その理由や具体的な事例について簡単に（箇条書き等で）記入してください。

＜主な意見＞

・出産はダメージが凄いことなのに、産休を取ることに－なイメージしかない。だったら、

男が産んでみればいい。家事はお金にならない仕事で評価をされるのに納得いかない。

・震災などが発生した場合、女性は料理など比較的危険性の少ない部分の負担になるが、

男性は力仕事を任されるケースがある。これは男女によって社会的立場は変わらないと

いう主張に対する矛盾である。

・職場でも女性は結婚退職か育児休暇等取れない企業やコンプライアンスの低い企業が

未だに日本に数多くある。差別というよりは偏見な見方を企業経営者や第三者が行って

いるのが現代社会でも目に余る。近年結婚できない女性も増えてきているので結婚や出

産を望む女性に対し偏見な見方をせずに自由に職業を選び、全体の賃金を底上げしない

限り、一部の人間しか利益が出ない等の差別化は無くならないと思いました

・大学の女子枠や女性専用車両など、現在の行き過ぎたジェンダー配慮には疑問を感じ

ます。

・男性の中にも社会的弱者は存在しており、性別という枠組みにとらわれず、誰もが納得

できる公平な対応が求められているはずです。

・特定の性別を優遇する表面的な解決策ではなく、実情に即した対応への転換が必要で

す。

・例えば、大学の入試枠であれば、男女問わず経済的・環境的困難を抱える人を対象とし

た「多様性配慮枠」とするべきです。

・電車内の痴漢対策においても、空間を性別で分離するのではなく、防犯カメラの積極的

な活用や、被害者が即座に通報できる環境整備に注力するべきだと思います。

・そもそも男女平等と表向きはしているが、実際は選別している。年齢が上がるにつれ男

性への差別が増してるように感じます。

・力仕事は男がやるべきという考えは平等ではない。男女の体格能力差を有効に活用す

るべきという考えなら全てにおいて男女平等はありえない

・区長や区議会委員の構成

・過度なde&i推進による女性社員の登用など

・職場では女性社員の活躍が期待され、業務の成果に寄らず出世が男性社員より優先さ

れている例が散見される。女性活躍推進の重要性は理解できるが、声高に叫ばれ過ぎた

結果、皺寄せが生じている様に感じる。しかし、今の社会ではその様な疑問について声に

出すこと自体がNGと見なされるため、誰も疑問を投げかけることができない。

・政治や職業では役職者に女性が少ないため

・男尊女卑的な思考の高齢者の意識の変らなさ。

・町内会活動等において、平日昼間に動ける専業主婦の存在を前提とした役割分担がさ

れている。

・地域のお祭りなどで、性別で役割が決まっていることが多い
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［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］

全体 N= 435 女性 N= 222 男性 N= 212 それ以外 N= 1

■令和7年度調査

全体 N= 465 女性 N= 247 男性 N= 217 それ以外 N= 1

家事の分担について、「主に妻が行っている」と回答した人は女性が43.2％、男性が19.3％であり、分担に関する認識
に男女差があり、前年度と比べ拡大している。

問３（ア）　あなたの家庭では、炊事・洗濯・掃除などの家事の分担はどうしていますか。（単一回
答）

問３（ア）　あなたの家庭では、炊事・洗濯・掃除などの家事の分担はどうしていますか。（単一回
答）

①31.7%

①43.2%

①19.3%

②35.4%

②31.5%

②39.6%

③24.8%

③20.3%

③29.7%

④3.7%

④2.3%

④5.2%

⑤2.1%

⑤1.4%

⑤2.8%

⑥0.5%

⑥0.5%

⑥0.5%

⑦1.8%

⑦0.9%

⑦2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行って

いる

②主に妻で、夫が

一部分担している

③妻と夫が同じ程

度に分担している

④主に夫で、妻が

一部分担している

⑤主に夫が行って

いる

⑥主に妻・夫以外の

家族などが行って

いる

⑦該当なし

①31.4%

①35.2%

①27.2%

②38.7%

②36.4%

②41.5%

③23.9%

③22.7%

③24.9%

④2.4%

④1.2%

④3.7%

⑤1.3%

⑤1.2%

⑤1.4%

⑥0.2%

⑥0.0%

⑥0.5%

⑦2.2%

⑦3.2%

⑦0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行っ

ている

②主に妻で、夫が

一部分担してい

る

③妻と夫が同じ

程度に分担して

いる

④主に夫で、妻が

一部分担してい

る

⑤主に夫が行っ

ている

⑥主に妻・夫以外

の家族などが

行っている

⑦該当なし
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［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］

全体 N= 435 女性 N= 222 男性 N= 212 それ以外 N= 1

■令和7年度調査

全体 N= 465 女性 N= 247 男性 N= 217 それ以外 N= 1

［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］
問３（イ）　あなたの家庭では、育児の分担はどうしていますか。（単一回答）

問３（イ）　あなたの家庭では、育児の分担はどうしていますか。（単一回答）

育児の分担について、「主に妻が行っている」と回答した人は女性が23.9％、男性が9.0％であり、夫の分担に関する
認識に男女差がある。

①16.8%

①23.9%

①9.0%

②27.6%

②27.5%

②27.8%

③10.8%

③7.7%

③14.2%

④0.7%

④0.5%

④0.9%

⑤0.9%

⑤0.5%

⑤1.4%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑦43.2%

⑦40.1%

⑦46.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行って

いる

②主に妻で、夫が

一部分担している

③妻と夫が同じ程

度に分担している

④主に夫で、妻が

一部分担している

⑤主に夫が行って

いる

⑥主に妻・夫以外の

家族などが行って

いる

⑦該当なし

①20.0%

①24.7%

①14.7%

②23.2%

②23.9%

②22.6%

③10.3%

③9.7%

③10.6%

④0.9%

④1.2%

④0.5%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑦45.6%

⑦40.5%

⑦51.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行っ

ている

②主に妻で、夫が

一部分担してい

る

③妻と夫が同じ

程度に分担して

いる

④主に夫で、妻が

一部分担してい

る

⑤主に夫が行っ

ている

⑥主に妻・夫以外

の家族などが

行っている

⑦該当なし
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［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］

全体 N= 435 女性 N= 222 男性 N= 212 それ以外 N= 1

■令和7年度調査

全体 N= 465 女性 N= 247 男性 N= 217 それ以外 N= 1

［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］
問３（ウ）　あなたの家庭では、介護の分担はどうしていますか。（単一回答）

問３（ウ）　あなたの家庭では、介護の分担はどうしていますか。（単一回答）

①5.3%

①9.0%

①0.9%

②5.3%

②5.9%

②4.7%

③6.0%

③3.6%

③8.5%

④0.5%

④0.5%

④0.5%

⑤1.1%

⑤0.0%

⑤2.4%

⑥1.1%

⑥0.5%

⑥1.9%

⑦80.7%

⑦80.6%

⑦81.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行って

いる

②主に妻で、夫が

一部分担している

③妻と夫が同じ程

度に分担している

④主に夫で、妻が

一部分担している

⑤主に夫が行って

いる

⑥主に妻・夫以外の

家族などが行って

いる

⑦該当なし

①6.7%

①10.9%

①1.8%

②2.6%

②3.2%

②1.8%

③4.9%

③4.5%

③5.5%

④0.9%

④0.4%

④1.4%

⑤1.3%

⑤0.4%

⑤2.3%

⑥0.4%

⑥0.4%

⑥0.5%

⑦83.2%

⑦80.2%

⑦86.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行っ

ている

②主に妻で、夫が

一部分担してい

る

③妻と夫が同じ

程度に分担して

いる

④主に夫で、妻が

一部分担してい

る

⑤主に夫が行っ

ている

⑥主に妻・夫以外

の家族などが

行っている

⑦該当なし
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［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］【該当なしを除く】

全体 N= 427 女性 N= 220 男性 N= 206 それ以外 N= 1

■令和7年度調査

全体 N= 455 女性 N= 239 男性 N= 215 それ以外 N= 1

［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］【該当なしを除く】
問３（ア）　あなたの家庭では、炊事・洗濯・掃除などの家事の分担はどうしていますか。（単一回答）

問３（ア）　あなたの家庭では、炊事・洗濯・掃除などの家事の分担はどうしていますか。（単一回
答）

家事の分担について、「主に妻が行っている」と回答した人は女性が43.6％、男性が19.9％であり、夫の分担に関する
認識に男女差がある。

①32.3%

①43.6%

①19.9%

②36.1%

②31.8%

②40.8%

③25.3%

③20.5%

③30.6%

④3.7%

④2.3%

④5.3%

⑤2.1%

⑤1.4%

⑤2.9%

⑥0.5%

⑥0.5%

⑥0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行って

いる

②主に妻で、夫が

一部分担している

③妻と夫が同じ程

度に分担している

④主に夫で、妻が

一部分担している

⑤主に夫が行って

いる

⑥主に妻・夫以外の

家族などが行って

いる

①32.1%

①36.4%

①27.4%

②39.6%

②37.7%

②41.9%

③24.4%

③23.4%

③25.1%

④2.4%

④1.3%

④3.7%

⑤1.3%

⑤1.3%

⑤1.4%

⑥0.2%

⑥0.0%

⑥0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行っ

ている

②主に妻で、夫が

一部分担してい

る

③妻と夫が同じ

程度に分担して

いる

④主に夫で、妻が

一部分担してい

る

⑤主に夫が行っ

ている

⑥主に妻・夫以外

の家族などが

行っている
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［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］【該当なしを除く】

全体 N= 247 女性 N= 133 男性 N= 113 それ以外 N= 1

■令和7年度調査

全体 N= 253 女性 N= 147 男性 N= 105 それ以外 N= 1

［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］【該当なしを除く】
問３（イ）　あなたの家庭では、育児の分担はどうしていますか。（単一回答）

問３（イ）　あなたの家庭では、育児の分担はどうしていますか。（単一回答）

育児の分担について、「主に妻が行っている」と回答した人は女性が39.8％、男性が16.8％であり、夫の分担に関する
認識に男女差がある。

①29.6%

①39.8%

①16.8%

②48.6%

②45.9%

②52.2%

③19.0%

③12.8%

③26.5%

④1.2%

④0.8%

④1.8%

⑤1.6%

⑤0.8%

⑤2.7%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行って

いる

②主に妻で、夫が

一部分担している

③妻と夫が同じ程

度に分担している

④主に夫で、妻が

一部分担している

⑤主に夫が行って

いる

⑥主に妻・夫以外の

家族などが行って

いる

①36.8%

①41.5%

①30.5%

②42.7%

②40.1%

②46.7%

③19.0%

③16.3%

③21.9%

④1.6%

④2.0%

④1.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行っ

ている

②主に妻で、夫が

一部分担してい

る

③妻と夫が同じ

程度に分担して

いる

④主に夫で、妻が

一部分担してい

る

⑤主に夫が行っ

ている

⑥主に妻・夫以外

の家族などが

行っている

Ⅲ‐18



［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］【該当なしを除く】

全体 N= 84 女性 N= 43 男性 N= 40 それ以外 N= 1

■令和7年度調査

全体 N= 78 女性 N= 49 男性 N= 29 それ以外 N= 0

［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ］【該当なしを除く】
問３（ウ）　あなたの家庭では、介護の分担はどうしていますか。（単一回答）

問３（ウ）　あなたの家庭では、介護の分担はどうしていますか。（単一回答）

①27.4%

①46.5%

①5.0%

②27.4%

②30.2%

②25.0%

③31.0%

③18.6%

③45.0%

④2.4%

④2.3%

④2.5%

⑤6.0%

⑤0.0%

⑤12.5%

⑥6.0%

⑥2.3%

⑥10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行って

いる

②主に妻で、夫が

一部分担している

③妻と夫が同じ程

度に分担している

④主に夫で、妻が

一部分担している

⑤主に夫が行って

いる

⑥主に妻・夫以外の

家族などが行って

いる

①39.7%

①55.1%

①13.8%

②15.4%

②16.3%

②13.8%

③29.5%

③22.4%

③41.4%

④5.1%

④2.0%

④10.3%

⑤7.7%

⑤2.0%

⑤17.2%

⑥2.6%

⑥2.0%

⑥3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行っ

ている

②主に妻で、夫が

一部分担してい

る

③妻と夫が同じ

程度に分担して

いる

④主に夫で、妻が

一部分担してい

る

⑤主に夫が行っ

ている

⑥主に妻・夫以外

の家族などが

行っている

Ⅲ‐19



［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ【該当なしを除く】【共働き世帯】］

全体 N= 270 女性 N= 152 男性 N= 117 それ以外 N= 1

■令和7年度調査

全体 N= 283 女性 N= 158 男性 N= 124 それ以外 N= 1

問３（ア）　あなたの家庭では、炊事・洗濯・掃除などの家事の分担はどうしていますか。（単一回
答）

［配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）がいるかたのみ【該当なしを除く】【共働き世帯】］
問３（ア）　あなたの家庭では、炊事・洗濯・掃除などの家事の分担はどうしていますか。（単一回答）

家事の分担について、「主に妻が行っている」と回答した人は女性が36.8％、男性が12.8％であり、夫の分担に関する
認識に男女差がある。

①26.7%

①36.8%

①12.8%

②35.2%

②35.5%

②35.0%

③30.7%

③23.7%

③40.2%

④4.4%

④2.0%

④7.7%

⑤2.6%

⑤2.0%

⑤3.4%

⑥0.4%

⑥0.0%

⑥0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行って

いる

②主に妻で、夫が

一部分担している

③妻と夫が同じ程

度に分担している

④主に夫で、妻が

一部分担している

⑤主に夫が行って

いる

⑥主に妻・夫以外の

家族などが行って

いる

①24.4%

①27.8%

①20.2%

②40.6%

②41.1%

②40.3%

③31.1%

③29.1%

③33.1%

④2.8%

④1.3%

④4.8%

⑤1.1%

⑤0.6%

⑤1.6%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①主に妻が行っ

ている

②主に妻で、夫が

一部分担してい

る

③妻と夫が同じ

程度に分担して

いる

④主に夫で、妻が

一部分担してい

る

⑤主に夫が行っ

ている

⑥主に妻・夫以外

の家族などが

行っている

Ⅲ‐20



全体 N= 435 女性 N= 222 男性 N= 212 それ以外 N= 1

問４　家事・育児・介護（以下、「家事など」といいます。）の分担が一方の性別のパートナーに偏らな
いようにするためには、特にどんなことが必要だと思いますか。（回答は３つまで）

家事などの分担が一方の性別のパートナーに偏らないようにするために必要なこととして、「男女ともに家事などと仕事が
両立できる勤務制度、職場環境を整備すること」（55.9％）という回答が全体で最も多い。次いで「パートナーや家族
間でのコミュニケーションをよく図ること」（46.2％）と回答した人が多かった。

①37.9%

①36.0%

①39.6%

②16.1%

②17.1%

②15.1%

③55.9%

③60.4%

③50.9%

④9.4%

④8.6%

④10.4%

⑤6.0%

⑤4.1%

⑤8.0%

⑥38.2%

⑥50.5%

⑥25.5%

⑦27.8%

⑦31.1%

⑦24.1%

⑧46.2%

⑧41.0%

⑧51.9%

⑨2.1%

⑨0.5%

⑨3.8%

⑩3.0%

⑩1.4%

⑩4.7%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①性別による固定的な役割

分担意識をなくすこと

②性別による固定的な役割

分担をなくすための啓発を

進めること

③男女ともに家事などと仕

事が両立できる勤務制度、

職場環境を整備すること

④家事などへの関心を高め

る啓発や情報提供を行うこ

と

⑤家事などの技術を向上さ

せる講座を行うこと

⑥学校教育の場で、家事な

どは性別に関わらずに担う

ものであると教えること

⑦家庭において、子どもに

家事などは性別に関わらず

に担うものであると教える

こと

⑧パートナーや家族間での

コミュニケーションをよく図

ること

⑨その他

⑩わからない

Ⅲ‐21



■令和7年度調査

全体 N= 465 女性 N= 247 男性 N= 217 それ以外 N= 1

問４　家事・育児・介護（以下、「家事など」といいます。）の分担が一方の性別のパートナーに偏ら
ないようにするためには、特にどんなことが必要だと思いますか。（回答は３つまで）

①35.7%

①39.3%

①31.3%

②13.3%

②11.7%

②15.2%

③56.8%

③59.9%

③53.0%

④6.5%

④6.9%

④6.0%

⑤6.5%

⑤5.7%

⑤7.4%

⑥35.5%

⑥45.7%

⑥24.0%

⑦30.5%

⑦35.2%

⑦25.3%

⑧46.9%

⑧44.9%

⑧48.8%

⑨4.9%

⑨2.0%

⑨8.3%

⑩4.1%

⑩2.4%

⑩6.0%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①性別による固定的な

役割分担意識をなくすこ

と

②性別による固定的な

役割分担をなくすための

啓発を進めること

③男女ともに家事など

と仕事が両立できる勤

務制度、職場環境を整備

すること

④家事などへの関心を

高める啓発や情報提供

を行うこと

⑤家事などの技術を向

上させる講座を行うこと

⑥学校教育の場で、家事

などは性別に関わらず

に担うものであると教え

ること

⑦家庭において、子ども

に家事などは性別に関

わらずに担うものである

と教えること

⑧パートナーや家族間で

のコミュニケーションを

よく図ること

⑨その他

⑩わからない

Ⅲ‐22



【Ⅱ　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）】

全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問５　人生における「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動への参加、自己啓発など）
のバランスについて、あなたの希望に最も近いものを選んでください。（単一回答）

問５　人生における「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動への参加、自己啓発な
ど）のバランスについて、あなたの希望に最も近いものを選んでください。（単一回答）

①5.3%

①3.6%

①7.0%

②14.0%

②14.3%

②13.8%

③4.3%

③3.9%

③4.9%

④38.6%

④35.4%

④42.5%

⑤5.0%

⑤6.0%

⑤4.0%

⑥10.1%

⑥10.2%

⑥10.1%

⑦18.9%

⑦22.7%

⑦14.4%

⑧3.6%

⑧3.9%

⑧3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①「仕事」を優先したい

②「家庭生活」を優先した

い

③「地域・個人の生活」を

優先したい

④「仕事」と「家庭生活」を

優先したい

⑤「仕事」と「地域・個人の

生活」を優先したい

⑥「家庭生活」と「地域・個

人の生活」を優先したい

⑦「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をで

きるだけ均等にしたい

⑧わからない

①4.3%

①2.5%

①6.7%

②15.6%

②15.1%

②16.1%

③2.3%

③2.7%

③1.2%

④34.7%

④32.3%

④38.3%

⑤4.5%

⑤5.0%

⑤3.6%

⑥9.0%

⑥9.7%

⑥8.2%

⑦26.5%

⑦29.5%

⑦22.8%

⑧3.1%

⑧3.2%

⑧3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①「仕事」を優先したい

②「家庭生活」を優先し

たい

③「地域・個人の生活」

を優先したい

④「仕事」と「家庭生活」

を優先したい

⑤「仕事」と「地域・個人

の生活」を優先したい

⑥「家庭生活」と「地域・

個人の生活」を優先した

い
⑦「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をで

きるだけ均等にしたい

⑧わからない

Ⅲ‐23



全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問６　人生における「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動への参加、自己啓発など）
のバランスについて、あなたの実際の状況に最も近いものを選んでください。（単一回答）

ワーク・ライフ・バランスの実際の状況について、全体で「仕事」と「家庭生活」を優先している及び「仕事」を優先している
と回答した人の割合が増加し、「家庭生活」を優先している回答した人の割合が減少した。

問６　人生における「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動への参加、自己啓発な
ど）のバランスについて、あなたの実際の状況に最も近いものを選んでください。（単一回答）

①27.1%

①22.9%

①31.8%

②19.2%

②23.4%

②14.1%

③3.8%

③3.4%

③4.3%

④30.3%

④29.7%

④31.2%

⑤4.2%

⑤4.2%

⑤4.3%

⑥5.9%

⑥6.5%

⑥5.2%

⑦6.3%

⑦6.8%

⑦5.8%

⑧3.2%

⑧3.1%

⑧3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①「仕事」を優先している

②「家庭生活」を優先してい

る

③「地域・個人の生活」を優

先している

④「仕事」と「家庭生活」を優

先している

⑤「仕事」と「地域・個人の生

活」を優先している

⑥「家庭生活」と「地域・個人

の生活」を優先している

⑦「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をでき

るだけ均等にしている

⑧わからない

①24.2%

①19.1%

①30.7%

②22.3%

②27.5%

②16.1%

③3.5%

③3.7%

③3.0%

④28.6%

④27.8%

④29.8%

⑤4.6%

⑤4.5%

⑤4.6%

⑥5.3%

⑥5.7%

⑥4.6%

⑦9.2%

⑦9.2%

⑦9.1%

⑧2.3%

⑧2.5%

⑧2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①「仕事」を優先している

②「家庭生活」を優先して

いる

③「地域・個人の生活」を

優先している

④「仕事」と「家庭生活」を

優先している

⑤「仕事」と「地域・個人の

生活」を優先している

⑥「家庭生活」と「地域・個

人の生活」を優先している

⑦「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をで

きるだけ均等にしている
⑧わからない

Ⅲ‐24



全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問７　あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）がとれていると思いますか。（単一
回答）

問７　あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）がとれていると思いますか。（単一
回答）

①20.8%

①19.8%

①22.0%

②32.7%

②33.9%

②31.5%

③16.4%

③15.4%

③17.7%

④21.7%

④24.0%

④19.3%

⑤8.4%

⑤7.0%

⑤9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①そう思う

②ややそう思う

③どちらともいえ

ない

④あまりそう思わ

ない

⑤全くそう思わな

い

①20.8%

①19.1%

①22.8%

②35.7%

②38.0%

②32.5%

③15.6%

③15.6%

③15.8%

④21.3%

④20.3%

④22.5%

⑤6.6%

⑤6.9%

⑤6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①そう思う

②ややそう思う

③どちらともい

えない

④あまりそう思

わない

⑤全くそう思わ

ない

Ⅲ‐25



全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

問８　ワーク・ライフ・バランスを実現するためには、働く場において特にどのような取組が必要だ
と思いますか。（回答は３つまで）

①37.6%

①36.5%

①38.8%

②30.9%

②31.5%

②30.0%

③20.2%

③21.9%

③18.0%

④11.9%

④10.4%

④13.8%

⑤46.0%

⑤51.8%

⑤39.4%

⑥39.1%

⑥38.0%

⑥40.7%

⑦21.3%

⑦28.4%

⑦12.8%

⑧21.0%

⑧23.4%

⑧18.3%

⑨7.0%

⑨4.7%

⑨9.8%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①長時間労働の是正

②有給休暇取得の促進

③育児・介護休業の利用促

進

④男性の育児休業取得の

促進

⑤フレックスタイムや短時

間勤務等の利用促進

⑥企業の経営層・管理職の

意識改革

⑦育児・介護等による離職

後の再雇用制度の充実

⑧個人の意識改革や男女

の役割分担意識の解消を

促す啓発

⑨その他

Ⅲ‐26



■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問８　ワーク・ライフ・バランスを実現するためには、働く場において特にどのような取組が必要
だと思いますか。（回答は３つまで）

①41.9%

①39.5%

①44.7%

②30.5%

②30.3%

②31.0%

③19.7%

③21.8%

③17.0%

④12.8%

④13.4%

④11.6%

⑤43.1%

⑤48.9%

⑤35.6%

⑥43.7%

⑥40.4%

⑥47.7%

⑦24.4%

⑦32.5%

⑦14.3%

⑧19.7%

⑧20.8%

⑧18.5%

⑨7.2%

⑨6.2%

⑨8.5%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①長時間労働の是正

②有給休暇取得の促進

③育児・介護休業の利

用促進

④男性の育児休業取得

の促進

⑤フレックスタイムや短

時間勤務等の利用促進

⑥企業の経営層・管理

職の意識改革

⑦育児・介護等による離

職後の再雇用制度の充

実

⑧個人の意識改革や男

女の役割分担意識の解

消を促す啓発

⑨その他

Ⅲ‐27



全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

問９　ワーク・ライフ・バランスを実現するためには、行政・地域社会において特にどのような取組
が必要だと思いますか。（回答は３つまで）

ワーク・ライフ・バランスの実現に必要な行政・地域社会の取組について、全体で「保育サービス、保育所・学童保育クラ
ブなどの子育て支援の充実」（58.2％）という回答が最も多く、次いで「介護サービス、介護施設などの介護支援の充
実」（54.3％）という回答が多かった。

①58.2%

①58.1%

①58.4%

②54.3%

②58.6%

②49.2%

③38.0%

③40.1%

③35.5%

④22.4%

④22.4%

④22.6%

⑤38.0%

⑤40.4%

⑤35.2%

⑥14.3%

⑥14.6%

⑥14.1%

⑦4.3%

⑦3.4%

⑦5.5%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①保育サービス、保育所・

学童保育クラブなどの子育

て支援の充実

②介護サービス、介護施設

などの介護支援の充実

③再就職を希望する人に

向けた支援の充実

④個人の意識改革や男女

の役割分担意識の解消を

促す啓発

⑤有給休暇や両立支援制

度の利用促進に向けた企

業への啓発

⑥地域活動（日常的に交流

できるグループやサーク

ル・団体活動など）の場の

充実

⑦その他
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■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問９　ワーク・ライフ・バランスを実現するためには、行政・地域社会において特にどのような取組
が必要だと思いますか。（回答は３つまで）

①56.4%

①60.5%

①51.7%

②54.7%

②58.8%

②50.2%

③34.7%

③38.5%

③29.8%

④24.2%

④23.1%

④25.2%

⑤42.3%

⑤45.2%

⑤39.2%

⑥14.5%

⑥13.9%

⑥15.2%

⑦5.2%

⑦3.0%

⑦7.6%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①保育サービス、保育

所・学童保育クラブなど

の子育て支援の充実

②介護サービス、介護施

設などの介護支援の充

実

③再就職を希望する人

に向けた支援の充実

④個人の意識改革や男

女の役割分担意識の解

消を促す啓発

⑤有給休暇や両立支援

制度の利用促進に向け

た企業への啓発

⑥地域活動（日常的に交

流できるグループや

サークル・団体活動な

ど）の場の充実

⑦その他
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【Ⅲ　人権・性の多様性の尊重】

［パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交際相手）がいる（過去１年以内にいた）かたのみ］

全体 N= 498 女性 N= 255 男性 N= 241 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 536 女性 N= 286 男性 N= 246 それ以外 N= 4

問10（ア）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、身体的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

問10（ア）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、身体的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

①0.4%

①0.4%

①0.4%

②3.6%

②2.7%

②4.6%

③96.0%

③96.9%

③95.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない

①0.7%

①0.3%

①1.2%

②3.0%

②3.8%

②2.0%

③96.3%

③95.8%

③96.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない

Ⅲ‐30



全体 N= 498 女性 N= 255 男性 N= 241 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 536 女性 N= 286 男性 N= 246 それ以外 N= 4

問10（イ）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、精神的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

問10（イ）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、精神的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

①5.4%

①7.8%

①2.5%

②11.0%

②9.4%

②12.4%

③83.5%

③82.7%

③85.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない

①5.2%

①5.2%

①5.3%

②11.4%

②15.4%

②6.9%

③83.4%

③79.4%

③87.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない
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全体 N= 498 女性 N= 255 男性 N= 241 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 536 女性 N= 286 男性 N= 246 それ以外 N= 4

問10（ウ）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、性的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

問10（ウ）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、性的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

①0.2%

①0.4%

①0.0%

②0.6%

②0.8%

②0.4%

③99.2%

③98.8%

③99.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない

①0.4%

①0.7%

①0.0%

②1.1%

②1.7%

②0.4%

③98.5%

③97.6%

③99.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない
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全体 N= 498 女性 N= 255 男性 N= 241 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 536 女性 N= 286 男性 N= 246 それ以外 N= 4

問10（エ）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、経済的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

問10（エ）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、経済的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

①1.4%

①2.7%

①0.0%

②2.6%

②2.0%

②2.9%

③96.0%

③95.3%

③97.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない

①1.7%

①2.4%

①0.8%

②1.9%

②1.7%

②2.0%

③96.5%

③95.8%

③97.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない
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全体 N= 498 女性 N= 255 男性 N= 241 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 536 女性 N= 286 男性 N= 246 それ以外 N= 4

問10（オ）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、社会的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

問10（オ）　あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交
際相手）から、社会的暴力をされたことがありますか。（単一回答）

①1.0%

①1.2%

①0.8%

②2.6%

②2.7%

②2.5%

③96.4%

③96.1%

③96.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない

①1.3%

①1.0%

①1.6%

②2.2%

②2.4%

②2.0%

③96.5%

③96.5%

③96.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①何度もあった

②一、二度あった

③全くない

Ⅲ‐34



［（ア）から（オ）で一つでも「何度もあった」「一、二度あった」と回答した中で］

全体 N= 89 女性 N= 47 男性 N= 40 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 101 女性 N= 67 男性 N= 34 それ以外 N= 0

問10-１　誰（どこ）かに相談しましたか。（複数回答）

男女ともに「誰（どこ）にも相談しなかった」という回答が最も多く、女性が49.8％、男性が70.0％で男女差も大きい。

問10-１　誰（どこ）かに相談しましたか。（複数回答）

①21.3%

①27.7%

①15.0%

②24.7%

②29.8%

②20.0%

③0.0%

③0.0%

③0.0%

④1.1%

④2.1%

④0.0%

⑤2.2%

⑤2.1%

⑤2.5%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑦3.4%

⑦6.4%

⑦0.0%

⑧1.1%

⑧0.0%

⑧2.5%

⑨1.1%

⑨2.1%

⑨0.0%

⑩59.6%

⑩48.9%

⑩70.0%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①家族、親族

②友人、知人

③区の相談窓口（男女平等・共同参

画センター、福祉事務所、保健所な

ど）
④配偶者暴力相談支援センター

（東京ウィメンズプラザ、東京都女

性相談センターなど）

⑤警察

⑥弁護士、法テラス

⑦医療関係者（医師など）

⑧民間の相談機関

⑨その他

⑩誰（どこ）にも相談しな

かった

①22.8%

①28.4%

①11.8%

②27.7%

②26.9%

②29.4%

③1.0%

③0.0%

③2.9%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

⑤1.0%

⑤1.5%

⑤0.0%

⑥5.0%

⑥6.0%

⑥2.9%

⑦3.0%

⑦1.5%

⑦5.9%

⑧1.0%

⑧1.5%

⑧0.0%

⑨1.0%

⑨1.5%

⑨0.0%

⑩54.5%

⑩50.7%

⑩61.8%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①家族、親族

②友人、知人

③区の相談窓口（男女平等・共

同参画センター、福祉事務所、

保健所など）
④配偶者暴力相談支援センター

（東京ウィメンズプラザ、東京都

女性相談センターなど）

⑤警察

⑥弁護士、法テラス

⑦医療関係者（医師な

ど）

⑧民間の相談機関

⑨その他

⑩誰（どこ）にも相談しな

かった

Ⅲ‐35



［問10-１で「誰（どこ）にも相談しなかった」と回答した中で］

全体 N= 53 女性 N= 23 男性 N= 28 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 55 女性 N= 34 男性 N= 21 それ以外 N= 0

問10-２　相談しなかった理由は、次のどれですか。（複数回答）

問10-２　相談しなかった理由は、次のどれですか。（複数回答）

①18.9%

①26.1%

①7.1%

②11.3%

②4.3%

②14.3%

③5.7%

③4.3%

③7.1%

④17.0%

④8.7%

④21.4%

⑤30.2%

⑤34.8%

⑤28.6%

⑥18.9%

⑥21.7%

⑥17.9%

⑦26.4%

⑦17.4%

⑦35.7%

⑧20.8%

⑧21.7%

⑧21.4%

⑨37.7%

⑨39.1%

⑨39.3%

⑩3.8%

⑩0.0%

⑩7.1%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①相談できる人がいなかっ

たから

②どこに相談してよいのか

わからなかったから

③人に知られるのではない

かと心配だったから

④人に打ち明けることに抵

抗があったから

⑤相談しても無駄だと思っ

たから

⑥我慢すればこのまま何とか

やっていけると思ったから

⑦自分にも悪いところがあ

ると思ったから

⑧他人を巻き込みたくな

かったから

⑨相談するほどのことでは

ないと思ったから

⑩その他

①14.5%

①14.7%

①14.3%

②9.1%

②11.8%

②4.8%

③3.6%

③5.9%

③0.0%

④21.8%

④26.5%

④14.3%

⑤21.8%

⑤20.6%

⑤23.8%

⑥18.2%

⑥14.7%

⑥23.8%

⑦16.4%

⑦8.8%

⑦28.6%

⑧16.4%

⑧17.6%

⑧14.3%

⑨47.3%

⑨44.1%

⑨52.4%

⑩3.6%

⑩2.9%

⑩4.8%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①相談できる人がいな

かったから

②どこに相談してよいの

かわからなかったから

③人に知られるのではな

いかと心配だったから

④人に打ち明けることに

抵抗があったから

⑤相談しても無駄だと

思ったから

⑥我慢すればこのまま何とか

やっていけると思ったから

⑦自分にも悪いところが

あると思ったから

⑧他人を巻き込みたくな

かったから

⑨相談するほどのことで

はないと思ったから

⑩その他
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［パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交際相手）がいる（過去１年以内にいた）かたのみ］

全体 N= 498 女性 N= 255 男性 N= 241 それ以外 N= 2

パートナーからの暴力の防止及び被害者支援のために必要な対策として、全体で「家庭内や交際相手でも暴力は犯罪
であるという意識づくり」（46.0％）と回答した人が最も多く、次いで「相談機関の紹介や暴力を受けたときの対処方法
などに関する知識の提供」（35.7％）、3番目は、昨年の「自立して生活できるための被害者支援（住居や就職のあ
んせんなど）」から変わり、「性別に関わらずに相談できる窓口の充実」（28.3％）と回答した人が多かった。

問11　パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交際相手）からの暴力の防止及
び被害者支援のために、特にどのような対策の充実が必要だと思いますか。（回答は３つまで）

①46.0%

①43.5%

①48.5%

②25.1%

②25.9%

②24.5%

③23.7%

③24.7%

③22.8%

④35.7%

④32.9%

④38.6%

⑤17.9%

⑤19.2%

⑤16.6%

⑥27.3%

⑥32.5%

⑥22.0%

⑦15.7%

⑦17.3%

⑦13.7%

⑧28.3%

⑧30.6%

⑧26.1%

⑨12.9%

⑨16.9%

⑨8.7%

⑩2.6%

⑩1.6%

⑩3.3%

⑪7.8%

⑪7.1%

⑪8.3%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①家庭内や交際相手でも暴

力は犯罪であるという意識

づくり

②身近な暴力に気付いた

ら、周囲の人が通報するこ

とが必要であるという啓発

③学校におけるお互いの性

を尊重する教育

④相談機関の紹介や暴力を

受けたときの対処方法など

に関する知識の提供

⑤精神的に自立するための

被害者支援（カウンセリン

グ、相談など）

⑥自立して生活できるため

の被害者支援（住居や就職

のあっせんなど）

⑦離婚訴訟に向けた法律相

談窓口の紹介など、法律に

関する支援

⑧性別等に関わらずに相談

できる窓口の充実

⑨加害者の更生支援（更正

プログラムの実施やカウン

セリングなど）

⑩その他

⑪わからない
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■令和7年度調査

全体 N= 536 女性 N= 286 男性 N= 246 それ以外 N= 4

問11　パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交際相手）からの暴力の防止及
び被害者支援のために、特にどのような対策の充実が必要だと思いますか。（回答は３つまで）

①47.4%

①49.7%

①44.3%

②26.7%

②25.2%

②28.9%

③24.1%

③28.3%

③18.7%

④34.9%

④30.8%

④40.2%

⑤18.7%

⑤19.6%

⑤17.5%

⑥28.7%

⑥34.6%

⑥22.0%

⑦14.2%

⑦17.8%

⑦10.2%

⑧26.3%

⑧25.9%

⑧26.4%

⑨10.3%

⑨12.9%

⑨6.5%

⑩2.4%

⑩1.4%

⑩3.7%

⑪8.0%

⑪5.2%

⑪11.4%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①家庭内や交際相手で

も暴力は犯罪であると

いう意識づくり

②身近な暴力に気付い

たら、周囲の人が通報す

ることが必要であるとい

う啓発
③学校におけるお互い

の性を尊重する教育

④相談機関の紹介や暴

力を受けたときの対処

方法などに関する知識

の提供
⑤精神的に自立するた

めの被害者支援（カウン

セリング、相談など）

⑥自立して生活できるた

めの被害者支援（住居や

就職のあっせんなど）

⑦離婚訴訟に向けた法

律相談窓口の紹介など、

法律に関する支援

⑧性別等に関わらずに

相談できる窓口の充実

⑨加害者の更生支援（更

正プログラムの実施やカ

ウンセリングなど）

⑩その他

⑪わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

セクシュアルハラスメントを受けたことがあると回答した女性は10.4％、男性は4.0％と昨年より減少していものの、被害
を受けた割合には男女差がある。

問12　相手を不快にさせる性的な言動（性的指向や性自認に関するものを含む。）を「セクシュア
ルハラスメント」といいます。あなたはこの１年間に、セクシュアルハラスメントを受けたことがあ
りますか。（単一回答）

問12　相手を不快にさせる性的な言動（性的指向や性自認に関するものを含む。）を「セクシュア
ルハラスメント」といいます。あなたはこの１年間に、セクシュアルハラスメントを受けたことがあ
りますか。（単一回答）

①7.4%

①10.4%

①4.0%

②92.6%

②89.6%

②96.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①受けた

②受けていない

①9.8%

①13.6%

①4.3%

②90.2%

②86.4%

②95.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①受けた

②受けていない
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［問12で「受けた」と回答した中で］

全体 N= 53 女性 N= 40 男性 N= 13 それ以外 N= 0

■令和7年度調査

全体 N= 72 女性 N= 55 男性 N= 14 それ以外 N= 3

問12-1　それはどこで受けましたか。（複数回答）

問12-1　それはどこで受けましたか。（複数回答）

①71.7%

①70.0%

①76.9%

②3.8%

②5.0%

②0.0%

③37.7%

③42.5%

③23.1%

④1.9%

④2.5%

④0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①職場

②学校

③地域社会

④その他

①69.4%

①69.1%

①64.3%

②5.6%

②5.5%

②7.1%

③27.8%

③32.7%

③7.1%

④12.5%

④9.1%

④28.6%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①職場

②学校

③地域社会

④その他
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

セクシュアルハラスメントの防止及び被害者支援に必要な対策として、全体で「防止に向けた事業者や事業主の意識改
革」（50.6％）と回答した人が最も多く、次に「被害者や身近な人のための相談窓口」（46.8％）、「学校教育にお
ける防止に関する教育」（40.8％）となっている。

問13　セクシュアルハラスメントの防止及び被害者支援のために、特にどのような対策の充実が
必要だと思いますか。（回答は３つまで）

問13　セクシュアルハラスメントの防止及び被害者支援のために、特にどのような対策の充実が
必要だと思いますか。（回答は３つまで）

①12.9%

①12.5%

①13.1%

②13.3%

②14.8%

②11.6%

③50.6%

③54.2%

③46.5%

④17.4%

④16.4%

④18.7%

⑤46.8%

⑤48.7%

⑤45.0%

⑥34.8%

⑥35.4%

⑥33.9%

⑦41.4%

⑦44.0%

⑦38.2%

⑧3.9%

⑧3.1%

⑧4.9%

⑨8.8%

⑨6.3%

⑨11.9%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①広報誌・ホームページな

どを通じた情報提供

②詳しく説明した啓発資料

の配布

③防止に向けた事業者や

事業主の意識改革

④実例や防止策などにつ

いて説明する講座の開催

⑤被害者や身近な人のた

めの相談窓口

⑥公的機関や支援団体な

どの相談窓口の周知

⑦学校における防止に関す

る教育

⑧その他

⑨わからない

①13.7%

①12.9%

①14.9%

②11.3%

②11.2%

②11.6%

③54.5%

③55.1%

③53.8%

④16.4%

④15.9%

④17.0%

⑤47.6%

⑤50.1%

⑤44.7%

⑥34.7%

⑥37.5%

⑥31.3%

⑦40.8%

⑦42.4%

⑦38.3%

⑧4.7%

⑧4.0%

⑧5.5%

⑨7.7%

⑨7.7%

⑨7.9%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①広報誌・ホームページ

などを通じた情報提供

②詳しく説明した啓発

資料の配布

③防止に向けた事業者

や事業主の意識改革

④実例や防止策などについ

て説明する講座の開催

⑤被害者や身近な人の

ための相談窓口

⑥公的機関や支援団体

などの相談窓口の周知

⑦学校における防止に

関する教育

⑧その他

⑨わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問14　「生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）」という
考えを知っていましたか。（単一回答）

問14　「生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）」という
考えを知っていましたか。（単一回答）

前回と比べて「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」という考えを知っていた人の割合は男女ともに増加し、た。男性よりも女性
において増加が著しい。

①16.1%

①19.0%

①12.8%

②83.9%

②81.0%

②87.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①知っていた

②初めて知った

①13.2%

①13.6%

①11.9%

②86.8%

②86.4%

②88.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①知っていた

②初めて知った
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問15　問14でお聞きした考えを踏まえ、現在、妊娠や出産をめぐる女性の健康と権利が尊重さ
れていると思いますか。（単一回答）

問15　問14でお聞きした考えを踏まえ、現在、妊娠や出産をめぐる女性の健康と権利が尊重さ
れていると思いますか。（単一回答）

①7.7%

①4.2%

①11.9%

②50.9%

②50.8%

②51.4%

③20.6%

③24.5%

③15.9%

④6.2%

④7.0%

④4.9%

⑤14.6%

⑤13.5%

⑤15.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①十分に尊重され

ている

②ある程度尊重さ

れている

③あまり尊重され

ていない

④尊重されていな

い

⑤わからない

①6.9%

①4.0%

①10.6%

②45.6%

②40.7%

②52.0%

③24.8%

③30.8%

③17.3%

④7.1%

④8.9%

④4.3%

⑤15.6%

⑤15.6%

⑤15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①十分に尊重さ

れている

②ある程度尊重

されている

③あまり尊重さ

れていない

④尊重されてい

ない

⑤わからない
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［問15で「あまり尊重されていない」「尊重されていない」と回答した中で］

全体 N= 191 女性 N= 121 男性 N= 68 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 235 女性 N= 160 男性 N= 71 それ以外 N= 4

問15-1　「あまり尊重されていない」「尊重されていない」と思う理由は、次のどれですか。（複数
回答）

問15-1　「あまり尊重されていない」「尊重されていない」と思う理由は、次のどれですか。（複数
回答）

①26.2%

①29.8%

①19.1%

②63.9%

②66.9%

②58.8%

③67.0%

③66.1%

③69.1%

④23.6%

④28.1%

④16.2%

⑤18.8%

⑤21.5%

⑤13.2%

⑥42.4%

⑥46.3%

⑥35.3%

⑦5.8%

⑦4.1%

⑦8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①女性に対して妊娠・出産

などに関する情報の提供が

不足しているから

②男性に対して妊娠・出産

などに関する知識の普及が

遅れているから

③子どもを産むか産まないかと

いう判断は経済的な理由による

制約を受けることが多いから

④妊娠・出産に関して男性

パートナーの意向が重視さ

れることが多いから

⑤妊娠・出産に関して家族

や親族の意向が重視される

ことが多いから

⑥子どもを産まないという

選択を、周りから理解しても

らえないから

⑦その他

①29.4%

①31.9%

①22.5%

②64.7%

②68.8%

②54.9%

③64.7%

③64.4%

③63.4%

④27.2%

④26.9%

④26.8%

⑤14.9%

⑤14.4%

⑤14.1%

⑥41.3%

⑥39.4%

⑥43.7%

⑦5.5%

⑦6.3%

⑦4.2%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①女性に対して妊娠・出産な

どに関する情報の提供が不

足しているから

②男性に対して妊娠・出

産などに関する知識の普

及が遅れているから

③子どもを産むか産まない

かという判断は経済的な理

由による制約を受けること

が多いから
④妊娠・出産に関して男性

パートナーの意向が重視さ

れることが多いから

⑤妊娠・出産に関して家

族や親族の意向が重視

されることが多いから

⑥子どもを産まないとい

う選択を、周りから理解

してもらえないから

⑦その他
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問16　あなたは、性的マイノリティ（又はＬＧＢＴ（ＬＧＢＴＱ）、セクシュアル・マイノリティ、性的少数
者）という言葉やその意味を知っていましたか。（単一回答）

問16　あなたは、性的マイノリティ（又はＬＧＢＴ（ＬＧＢＴＱ）、セクシュアル・マイノリティ、性的少数
者）という言葉やその意味を知っていましたか。（単一回答）

①87.4%

①87.2%

①87.8%

②8.6%

②9.1%

②7.6%

③4.1%

③3.6%

③4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①言葉も意味も

知っていた

②言葉は知ってい

たが意味は知らな

かった

③言葉を知らな

かった

①88.6%

①87.8%

①89.4%

②9.4%

②10.4%

②8.2%

③2.0%

③1.7%

③2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①言葉も意味も

知っていた

②言葉は知って

いたが意味は知

らなかった

③言葉を知らな

かった
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問17　あなたは、次のいずれか又は両方に当てはまりますか。（単一回答）
　　　　　・出生時に割り当てられた性別と自分が認識する性別（性自認）が異なる。
　　　　　・恋愛・性愛の対象（性的指向）が「異性のみ」ではない。

問17　あなたは、次のいずれか又は両方に当てはまりますか。（単一回答）
　　　　　・出生時に割り当てられた性別と自分が認識する性別（性自認）が異なる。
　　　　　・恋愛・性愛の対象（性的指向）が「異性のみ」ではない。

①3.2%

①2.6%

①4.0%

②91.4%

②93.2%

②89.6%

③5.3%

③4.2%

③6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①いずれか又は両

方に当てはまる

②いずれにも当て

はまらない

③わからない、答え

たくない

①2.3%

①2.2%

①1.8%

②93.4%

②93.5%

②93.9%

③4.3%

③4.2%

③4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①いずれか又は

両方に当てはま

る

②いずれにも当

てはまらない

③わからない、答

えたくない
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［問17で「いずれか又は両方に当てはまる」と回答したかたのみ］
問17-1　ご自身の性的指向や性自認により、日常の生活や行政サービスなどで経験した困りごと
があれば記入してください。

＜主な意見＞

・ない

・オープンに出来る場が少ない。行政サービスは、かなり良くなってきていると思う。

・パートナー制度がないのでいろいろと困る

・1.パートナーシップ制度にとどまり、同性パートナーとの法律上の婚姻が認められてい

ない。2.同性パートナーであることを理由に、賃貸契約ができない場合がある。3.保険契

約の際、同性パートナーを受取人にできない。4.同性パートナーが福利厚生の対象となら

ない。5.同性パートナーが、配偶者に認められる年金の権利が得られない。6.男女のよう

に手を繋いで歩くことができない。7.同性パートナーがいることを打ち明けられず、周囲

（特に年配の方）から結婚を勧められることがある。

・入院時の付き添いに同性パートナーが親族・パートナーとして該当しないといわれ、付き
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問18　あなたは、この１年間に性的指向や性自認に関する次のハラスメントを見聞きしたことが
ありますか。（複数回答）

問18　あなたは、この１年間に性的指向や性自認に関する次のハラスメントを見聞きしたことが
ありますか。（複数回答）

①17.1%

①17.2%

①16.5%

②4.8%

②4.7%

②4.6%

③3.2%

③3.6%

③2.8%

④2.0%

④2.3%

④1.2%

⑤4.5%

⑤6.3%

⑤2.4%

⑥79.9%

⑥79.7%

⑥80.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①性的マイノリティに関する

差別的な言動や嘲笑、呼称

（ネタや笑いものにするな

ど）
②性的指向や性自認を理由

とするいじめ、無視、暴力（家

族が性的マイノリティである

ことによるものも含む。）

③望まない性別での生活の

強要（例：性自認とは異なる

制服の着用の強制）

④性的指向や性自認を理由

とする不当な異動や解雇、

入学拒否や転校強制

⑤誰かの性的指向や性自認

を本人の許可なく第三者に

公表（暴露）すること（アウ

ティング）
⑥いずれも見聞きしたこと

はない

①15.5%

①15.4%

①15.5%

②4.6%

②3.7%

②5.8%

③3.4%

③3.7%

③2.7%

④1.8%

④0.5%

④3.3%

⑤5.2%

⑤6.0%

⑤4.3%

⑥81.3%

⑥80.6%

⑥82.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①性的マイノリティに関する

差別的な言動や嘲笑、呼称

（ネタや笑いものにするな

ど）

②性的指向や性自認を理由と

するいじめ、無視、暴力（家族

が性的マイノリティであること

によるものも含む。）

③望まない性別での生活の

強要（例：性自認とは異なる

制服の着用の強制）

④性的指向や性自認を理由

とする不当な異動や解雇、入

学拒否や転校強制

⑤誰かの性的指向や性自認

を本人の許可なく第三者に

公表（暴露）すること（アウ

ティング）

⑥いずれも見聞きしたこと

はない
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［問18で１～５のいずれかを見聞きしたことがあると回答した中で］

全体 N= 146 女性 N= 80 男性 N= 64 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 139 女性 N= 79 男性 N= 58 それ以外 N= 2

問18-1　それを見聞きしたのはどこですか。（複数回答）

前回と比べて、全体で「学校」、「その他」と回答した人の割合が減少し、「地域社会」、「職場」が増加した。

［問18で１～５のいずれかを見聞きしたことがあると回答した中で］
問18-1　それを見聞きしたのはどこですか。（複数回答）

①32.2%

①25.0%

①40.6%

②7.5%

②7.5%

②7.8%

③44.5%

③47.5%

③39.1%

④35.6%

④38.8%

④31.3%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①職場

②学校

③地域社会

④その他

①31.7%

①26.6%

①37.9%

②10.8%

②8.9%

②12.1%

③34.5%

③34.2%

③32.8%

④40.3%

④48.1%

④31.0%

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

①職場

②学校

③地域社会

④その他
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問19　性的マイノリティへの配慮を意識した日頃の行動について、あなたが当てはまるものを選
んでください。（複数回答）

問19　性的マイノリティへの配慮を意識した日頃の行動について、あなたが当てはまるものを選
んでください。（複数回答）

①25.7%

①29.7%

①20.8%

②4.2%

②3.4%

②5.2%

③7.3%

③9.1%

③4.9%

④4.5%

④5.7%

④3.1%

⑤12.8%

⑤14.1%

⑤11.0%

⑥2.8%

⑥3.4%

⑥2.1%

⑦18.1%

⑦25.5%

⑦9.5%

⑧2.0%

⑧2.1%

⑧1.8%

⑨58.5%

⑨52.6%

⑨65.4%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①理解を深めるためにインター

ネットや本などで多様な性の在

り方に関する知識を得る

②理解を深めるために多様な性

の在り方に関するセミナーやイ

ベントに参加する

③ＳＮＳ等で多様な性の在り方

の理解促進につながる投稿を発

信又は共有する

④性的マイノリティが抱える生

きづらさやそれを解消するため

の課題について説明する

⑤性的指向や性自認に関するハ

ラスメントを見聞きした際に制

止する

⑥性的マイノリティを支援する

気持ちを示す物（レインボーグッ

ズなど）を持っている

⑦生きづらさや困りごとを理解

するために性的マイノリティの

話に耳を傾ける

⑧その他

⑨特に意識して行動しているこ

とはない

①23.5%

①25.8%

①19.8%

②4.1%

②4.7%

②2.7%

③6.6%

③7.7%

③4.9%

④4.3%

④5.0%

④3.3%

⑤14.0%

⑤14.9%

⑤12.5%

⑥3.3%

⑥4.0%

⑥2.4%

⑦20.6%

⑦25.3%

⑦14.0%

⑧2.8%

⑧2.2%

⑧3.6%

⑨59.3%

⑨55.1%

⑨65.3%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

①理解を深めるためにインター

ネットや本などで多様な性の在り

方に関する知識を得る

②理解を深めるために多様な性

の在り方に関するセミナーやイベ

ントに参加する

③ＳＮＳ等で多様な性の在り方の

理解促進につながる投稿を発信

又は共有する

④性的マイノリティが抱える生き

づらさやそれを解消するための

課題について説明する

⑤性的指向や性自認に関するハ

ラスメントを見聞きした際に制止

する

⑥性的マイノリティを支援する気

持ちを示す物（レインボーグッズ

など）を持っている

⑦生きづらさや困りごとを理解す

るために性的マイノリティの話に

耳を傾ける

⑧その他

⑨特に意識して行動していること

はない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

性の多様性を尊重する社会の実現に向けて力を入れるべき取組について、「パートナーシップ制度」（28.9％）や「子
どもや教職員への教育及び教育現場における配慮」（27.2％）と回答した人が多く、他には「相談窓口（SNS)」
（21.2％）と回答した人が比較的多かった。

問20　性の多様性を尊重する社会を実現するために、区は特にどのような取組に力を入れたら
よいと思いますか。（回答は３つまで）

①16.3%

①16.1%

①15.9%

②6.9%

②6.0%

②8.0%

③6.3%

③5.7%

③6.7%

④10.8%

④11.5%

④10.1%

⑤5.9%

⑤6.0%

⑤5.5%

⑥20.3%

⑥20.6%

⑥20.2%

⑦21.2%

⑦22.1%

⑦20.2%

⑧16.0%

⑧18.2%

⑧13.5%

⑨28.9%

⑨35.2%

⑨21.4%

⑩27.2%

⑩32.0%

⑩21.7%

⑪16.0%

⑪21.9%

⑪9.2%

⑫10.7%

⑫9.9%

⑫11.6%

⑬16.7%

⑬21.1%

⑬11.6%

⑭4.8%

⑭2.3%

⑭7.6%

⑮14.3%

⑮9.6%

⑮19.9%

0% 20% 40%

全体

女性

男性

①ＨＰや区報等での情報発

信

②パンフレットなどの啓発

資料作成、配布

③講座・セミナーの開催

④区内企業や病院への啓

発

⑤交流イベントの開催

⑥相談窓口（窓口・電話）

⑦相談窓口（ＳＮＳ）

⑧性的マイノリティが安心

して集まれるコミュニティス

ペース作り
⑨パートナーシップ制度

⑩子どもや教職員への教育

及び教育現場における配慮

⑪性の多様性を意識したト

イレや更衣室等の整備

⑫職員に対する啓発（職員

研修等）

⑬各種行政サービスに性の

多様性の視点を取り入れる

⑭その他

⑮わからない
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■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問20　性の多様性を尊重する社会を実現するために、区は特にどのような取組に力を入れたら
よいと思いますか。（回答は３つまで）

①16.3%

①17.9%

①14.6%

②7.3%

②6.2%

②8.8%

③5.8%

③7.2%

③4.0%

④9.2%

④8.2%

④10.6%

⑤6.5%

⑤7.7%

⑤5.2%

⑥21.6%

⑥20.1%

⑥23.7%

⑦22.3%

⑦24.3%

⑦20.1%

⑧13.4%

⑧14.4%

⑧11.9%

⑨27.8%

⑨34.7%

⑨18.5%

⑩29.6%

⑩36.0%

⑩21.9%

⑪16.0%

⑪19.9%

⑪10.6%

⑫9.8%

⑫8.7%

⑫10.9%

⑬19.0%

⑬21.3%

⑬15.8%

⑭5.3%

⑭1.7%

⑭9.7%

⑮14.2%

⑮10.7%

⑮18.8%

0% 20% 40%

全体

女性

男性

①ＨＰや区報等での情報

発信

②パンフレットなどの啓

発資料作成、配布

③講座・セミナーの開催

④区内企業や病院への

啓発

⑤交流イベントの開催

⑥相談窓口（窓口・電話）

⑦相談窓口（ＳＮＳ）

⑧性的マイノリティが安

心して集まれるコミュニ

ティスペース作り
⑨パートナーシップ制度

⑩子どもや教職員への教

育及び教育現場における

配慮

⑪性の多様性を意識した

トイレや更衣室等の整備

⑫職員に対する啓発（職

員研修等）

⑬各種行政サービスに性

の多様性の視点を取り入

れる

⑭その他

⑮わからない
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【Ⅳ　区の男女平等・共同参画及び性の多様性尊重施策】

全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問21　目黒区が行っている次の施策や事業を知っていましたか。（①～⑤のそれぞれについて単
一回答）（①～⑤のグラフは「知っていた」と回答した人の割合）

問21　目黒区が行っている次の施策や事業を知っていましたか。（①～⑤のそれぞれについて単
一回答）（①～⑤のグラフは「知っていた」と回答した人の割合）

①13.9%

①15.9%

①11.6%

②14.0%

②14.6%

②13.5%

③8.4%

③10.4%

③6.1%

④3.9%

④5.2%

④2.4%

⑤11.9%

⑤15.1%

⑤8.3%

⑥79.2%

⑥76.0%

⑥82.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①「男女が平等に共同参画し性

の多様性を尊重する社会づく

り条例」を制定していること

②「男女平等・共同参画及び性

の多様性の尊重を推進する計

画」に基づき、施策や事業を推

進していること
③区長の付属機関として「男女

平等・共同参画審議会」を設置

していること

④男女が平等に共同参画し性の多様性を

尊重する社会づくりの推進を阻害する事

項についての区民からの申出等を処理す

るため、「男女平等・共同参画オンブーズ」

を設置していること

⑤「男女平等・共同参画セン

ター」を運営し、各種講座や相

談事業を実施していること

⑥どれも知らない

①18.2%

①18.6%

①17.3%

②15.5%

②15.1%

②15.5%

③9.6%

③9.2%

③9.7%

④6.4%

④4.7%

④8.2%

⑤13.8%

⑤14.6%

⑤12.5%

⑥76.3%

⑥74.9%

⑥78.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

①「男女が平等に共同参画し性

の多様性を尊重する社会づくり

条例」を制定していること

②「男女平等・共同参画及び性

の多様性の尊重を推進する計

画」に基づき、施策や事業を推

進していること

③区長の付属機関として「男女

平等・共同参画審議会」を設置し

ていること

④男女が平等に共同参画し性の多様性を尊

重する社会づくりの推進を阻害する事項につ

いての区民からの申出等を処理するため、

「男女平等・共同参画オンブーズ」を設置して

いること

⑤「男女平等・共同参画セン

ター」を運営し、各種講座や相談

事業を実施していること

⑥どれも知らない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

男女平等・共同参画及び性の多様性尊重の推進のために必要な区の取組として、全体では「学校での男女平等・共
同参画及び性の多様性尊重に向けた教育の推進」（29.9％）、「ワーク・ライフ・バランスに関する施策の充実」
（27.6％）という回答が最も多く、次いで「保育・育児支援施策の充実」（27.3％）という回答が多かった。昨年トッ
プであった「区の審議会等への女性の積極的な登用」（21.9％）は、「介護支援の施策の充実」とともに4位に後退し
た。

問22　男女平等・共同参画及び性の多様性尊重を推進するために、今後、区は特にどのようなこ
とに力を入れたらよいと思いますか。（回答は３つまで）

①21.9%

①23.7%

①19.6%

②19.5%

②21.4%

②16.8%

③17.1%

③16.9%

③17.1%

④15.6%

④19.0%

④11.6%

⑤9.5%

⑤9.9%

⑤9.2%

⑥29.9%

⑥34.1%

⑥25.1%

⑦27.6%

⑦29.4%

⑦25.4%

⑧27.3%

⑧27.3%

⑧27.5%

⑨21.9%

⑨25.8%

⑨17.4%

⑩11.6%

⑩10.7%

⑩12.8%

⑪4.9%

⑪6.3%

⑪3.4%

⑫7.3%

⑫7.3%

⑫7.3%

⑬3.5%

⑬1.6%

⑬5.8%

⑭11.8%

⑭8.3%

⑭15.9%

0% 20% 40%

全体

女性

男性

①区の審議会等への女性の

積極的な登用

②男女平等・共同参画及び

性の多様性に関する情報提

供の充実

③区の施策や事業の積極的

な周知

④雇用・労働に関する情報

提供の充実

⑤区職員への意識啓発

⑥学校での男女平等・共同

参画及び性の多様性尊重に

向けた教育の推進

⑦ワーク・ライフ・バランスに

関する施策の充実

⑧保育・育児支援施策の充

実

⑨介護支援施策の充実

⑩相談事業の充実

⑪女性問題、男女平等・共同

参画及び性の多様性に関す

る講座や講演会の充実

⑫区民・事業者・区の協働の

促進

⑬その他

⑭わからない
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■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問22　男女平等・共同参画及び性の多様性尊重を推進するために、今後、区は特にどのようなこ
とに力を入れたらよいと思いますか。（回答は３つまで）

①30.4%

①33.7%

①26.4%

②22.8%

②22.6%

②23.1%

③18.2%

③17.1%

③19.8%

④14.2%

④13.2%

④15.5%

⑤8.4%

⑤6.7%

⑤10.3%

⑥30.0%

⑥35.0%

⑥24.0%

⑦25.6%

⑦28.0%

⑦22.2%

⑧27.3%

⑧32.0%

⑧21.3%

⑨22.0%

⑨25.3%

⑨17.6%

⑩9.9%

⑩10.4%

⑩9.1%

⑪5.6%

⑪6.9%

⑪3.6%

⑫9.4%

⑫10.2%

⑫8.2%

⑬3.5%

⑬1.2%

⑬6.4%

⑭10.0%

⑭6.5%

⑭14.6%

0% 20% 40%

全体

女性

男性

①区の審議会等への女

性の積極的な登用

②男女平等・共同参画及

び性の多様性に関する

情報提供の充実
③区の施策や事業の積

極的な周知

④雇用・労働に関する情

報提供の充実

⑤区職員への意識啓発

⑥学校での男女平等・共同

参画及び性の多様性尊重に

向けた教育の推進

⑦ワーク・ライフ・バラン

スに関する施策の充実

⑧保育・育児支援施策の

充実

⑨介護支援施策の充実

⑩相談事業の充実

⑪女性問題、男女平等・共同

参画及び性の多様性に関す

る講座や講演会の充実

⑫区民・事業者・区の協

働の促進

⑬その他

⑭わからない
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全体 N= 713 女性 N= 384 男性 N= 327 それ以外 N= 2

問23　目黒区男女平等・共同参画センターでは、男女平等・共同参画及び性の多様性尊重を推進
するためにさまざまな事業を実施しています。あなたは、今後、特にどの事業に力を入れたらよ
いと思いますか。（回答は３つまで）

男女平等・共同参画センターで力を入れるべき事業として、「男女平等・共同参画及び性の多様性尊重を推進するた
めの啓発事業」（28.6％）という回答が最も多く、次いで、「ストーカー、DV、性被害などを扱う講座」（25.8％）や
「女性の起業や就業を支援するための講座」（23.6％）という回答が多かった。

①28.6%

①28.1%

①29.4%

②20.5%

②24.5%

②15.6%

③14.7%

③13.8%

③15.9%

④25.8%

④25.3%

④26.0%

⑤8.0%

⑤7.0%

⑤8.9%

⑥13.7%

⑥14.8%

⑥12.5%

⑦6.6%

⑦5.7%

⑦7.6%

⑧19.5%

⑧23.2%

⑧15.3%

⑨11.2%

⑨12.5%

⑨9.8%

⑩3.6%

⑩4.2%

⑩3.1%

⑪19.2%

⑪23.2%

⑪14.7%

⑫7.0%

⑫7.8%

⑫6.1%

⑬9.4%

⑬10.7%

⑬8.0%

⑭3.1%

⑭1.3%

⑭5.2%

⑮17.8%

⑮15.4%

⑮20.8%

0% 20% 40%

全体

女性

男性

①男女平等・共同参画及び

性の多様性尊重を推進する

ための啓発事業
②女性の起業や就業を支援

するための講座

③男性の家庭や地域への参

画を支援する講座

④ストーカー、ＤＶ、性被害

などを扱う講座

⑤性的マイノリティなどを扱

う講座

⑥メディア・リテラシー向上

のための講座

⑦男女平等・共同参画及び

性の多様性に関する図書や

資料の提供
⑧こころ・からだ・法律に関

する女性を対象とした相談

事業
⑨男性のための悩み相談事

業

⑩啓発誌等の発行による情

報提供

⑪ＳＮＳを活用した情報発信

⑫団体・グループの交流及

び自主活動の支援

⑬区民参画による講座・イベ

ントなどの実施

⑭その他

⑮わからない
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■令和7年度調査

全体 N= 737 女性 N= 403 男性 N= 329 それ以外 N= 5

問23　目黒区男女平等・共同参画センターでは、男女平等・共同参画及び性の多様性尊重を推進
するためにさまざまな事業を実施しています。あなたは、今後、特にどの事業に力を入れたらよ
いと思いますか。（回答は３つまで）

①31.5%

①29.5%

①34.0%

②23.6%

②30.0%

②16.1%

③16.6%

③17.1%

③16.1%

④23.1%

④25.8%

④19.1%

⑤8.0%

⑤6.5%

⑤9.4%

⑥12.8%

⑥13.4%

⑥11.9%

⑦6.0%

⑦4.7%

⑦7.6%

⑧17.9%

⑧23.3%

⑧10.6%

⑨9.4%

⑨8.4%

⑨10.0%

⑩5.2%

⑩4.2%

⑩6.4%

⑪19.0%

⑪19.9%

⑪18.2%

⑫7.7%

⑫5.7%

⑫10.0%

⑬7.5%

⑬8.7%

⑬6.1%

⑭3.4%

⑭2.2%

⑭4.9%

⑮17.6%

⑮17.1%

⑮18.5%

0% 20% 40%

全体

女性

男性

①男女平等・共同参画及び

性の多様性尊重を推進する

ための啓発事業

②女性の起業や就業を

支援するための講座

③男性の家庭や地域へ

の参画を支援する講座

④ストーカー、ＤＶ、性被

害などを扱う講座

⑤性的マイノリティなど

を扱う講座

⑥メディア・リテラシー向

上のための講座

⑦男女平等・共同参画及び

性の多様性に関する図書や

資料の提供
⑧こころ・からだ・法律に関

する女性を対象とした相談

事業

⑨男性のための悩み相

談事業

⑩啓発誌等の発行によ

る情報提供

⑪ＳＮＳを活用した情報

発信

⑫団体・グループの交流

及び自主活動の支援

⑬区民参画による講座・

イベントなどの実施

⑭その他

⑮わからない
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男女平等・共同参画及び性の多様性に関する区民意識調査 調査票 

 Ⅰ 男女平等に関する意識と実態                       

 

問１ 「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべきである」などのように、社会や家庭などで性別による

固定的な役割があるという考え方について、あなたはどう思いますか。（選択は１つ） 
 

1 賛成 

2 どちらかといえば賛成 

3 どちらかといえば反対 

4 反対 

5 わからない 

 

問２ あなたは、主に目黒区内における次のそれぞれの分野で、性別による差別（不利益）が無く、平

等になっていると思いますか。それぞれの分野との関わりが少ない場合でも、ご自分の持つ印

象・イメージをお答えください。全く判断がつかない場合は、「わからない」とお答えください。 

（（ア）～（カ）のそれぞれについて、回答を１つ選択してください。） 
 

 

 
 
 

【問２で一つでも「男性に対する差別がある」「女性に対する差別がある」と回答したかたのみ】 

問２-１ その理由や具体的な事例について簡単に（箇条書き等で）記入してください。 

 

 

 男
性
に
対
す
る
差

別
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
男
性
に
対
す
る

差
別
が
あ
る 

男
女
平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
女
性
に
対
す
る

差
別
が
あ
る 

女
性
に
対
す
る
差

別
が
あ
る 

わ
か
ら
な
い 

（ア）家庭生活（家事・
育児・介護） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

（イ）労働・雇用・職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ウ）学校教育 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（エ）政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（オ）地域の活動や行事 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（カ）防災活動 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

資料 
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問３ あなたの家庭では、家事・育児・介護の分担はどうしていますか。 

（（ア）～（ウ）のそれぞれについて、回答を１つ選択してください。） 
 

 
  ※あなたの家庭で（ア）～（ウ）に携わっているかたがいない場合には、「該当なし」を選択してください。 

 主
に
妻
が
行
っ

て
い
る 

主
に
妻
で
、
夫

が
一
部
分
担
し

て
い
る 

妻
と
夫
が
同
じ

程
度
に
分
担
し

て
い
る 

主
に
夫
で
、
妻

が
一
部
分
担
し

て
い
る 

主
に
夫
が
行
っ

て
い
る 

主
に
妻
・
夫
以

外
の
家
族
な
ど

が
行
っ
て
い
る 

該
当
な
し 

（ア）炊事・洗濯・掃
除などの家事 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

（イ）育児 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

（ウ）介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

問４ あなたは、家事・育児・介護（以下、「家事など」といいます。）の分担が一方の性別のパートナ

ーに偏らないようにするためには、特にどんなことが必要だと思いますか。（選択は３つまで） 
 
 

1 性別による固定的な役割分担意識をなくすこと 

2 性別による固定的な役割分担をなくすための啓発を進めること 

3 男女ともに家事などと仕事が両立できる勤務制度、職場環境を整備すること 

4 家事などへの関心を高める啓発や情報提供を行うこと 

5 家事などの技術を向上させる講座を行うこと 

6 学校教育の場で、家事などは性別に関わらずに担うものであると教えること 

7 家庭において、子どもに家事などは性別に関わらずに担うものであると教えること 

8 パートナーや家族間でのコミュニケーションをよく図ること 

9 その他（                                    ） 

10 わからない 

 

  

問３～問 4 は、配偶者（事実婚の異性パートナーを含む。）※がいるかたにお聞き

します。 

※主に家庭における男女間の役割分担の状況を分析するための設問ですので、ここでは異性パー
トナーがいるかたを対象にしています。 
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 Ⅱ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）           

 

問５ 人生における「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動への参加、自己啓発

など）のバランスについて、あなたの希望に最も近いものを選んでください。（現在仕事をし

ていない場合でも、就労希望がある場合は仕事をしている状況を想定してお考えください。）

（選択は１つ） 
 

1 「仕事」を優先したい 

2 「家庭生活」を優先したい 

3 「地域・個人の生活」を優先したい 

4 「仕事」と「家庭生活」を優先したい 

5 「仕事」と「地域・個人の生活」を優先したい 

6 「家庭生活」と「地域・個人の生活」を優先したい 

7 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をできるだけ均等にしたい 

8 わからない 

 

問６ 人生における「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動への参加、自己啓発

など）のバランスについて、あなたの実際の状況に最も近いものを選んでください。（選択は

１つ） 
 

1 「仕事」を優先している 

2 「家庭生活」を優先している 

3 「地域・個人の生活」を優先している 

4 「仕事」と「家庭生活」を優先している 

5 「仕事」と「地域・個人の生活」を優先している 

6 「家庭生活」と「地域・個人の生活」を優先している 

7 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をできるだけ均等にしている 

8 わからない 

 

問７ あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）がとれていると思いますか。仕事

や生活そのものの満足度ではなく、バランス（調和）という観点でお答えください。（現在仕

事をしていない場合は、仕事をしていないことがあなたの本意であるかどうかも含めてお考え

ください。）（選択は１つ） 
 

1 そう思う 

2 ややそう思う 

3 どちらともいえない 

4 あまりそう思わない 

5 全くそう思わない 

問５～問９は、すべてのかたがお答えください。 
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問８ あなたは、ワーク・ライフ・バランスを実現するためには、働く場において特にどのような取組

が必要だと思いますか。（選択は３つまで） 
 

1 長時間労働の是正 

2 有給休暇取得の促進 

3 育児・介護休業の利用促進 

4 男性の育児休業取得の促進 

5 フレックスタイムや短時間勤務等の利用促進 

6 企業の経営層・管理職の意識改革 

7 育児・介護等による離職後の再雇用制度の充実 

8 個人の意識改革や男女の役割分担意識の解消を促す啓発 

9 その他（                                    ） 

 

問９ あなたは、ワーク・ライフ・バランスを実現するためには、行政・地域社会において特にどのよ

うな取組が必要だと思いますか。（選択は３つまで） 
 

1 保育サービス、保育所・学童保育クラブなどの子育て支援の充実 

2 介護サービス、介護施設などの介護支援の充実 

3 再就職を希望する人に向けた支援の充実 

4 個人の意識改革や男女の役割分担意識の解消を促す啓発 

5 有給休暇や両立支援制度の利用促進に向けた企業への啓発 

6 地域活動（日常的に交流できるグループやサークル・団体活動など）の場の充実 

7 その他（                                    ） 
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 Ⅲ 人権・性の多様性の尊重                      

問 10 あなたはこの１年間に、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交際相

手）から、次のようなことをされたことがありますか。（（ア）～（オ）のそれぞれについて、回

答を１つ選択してください。） 
 

 何

度

も

あ
っ
た 

一
、
二
度

あ
っ
た 

全

く

な

い 

（ア）身体的暴力 

（平手で打たれる、足で蹴られる、なぐられる、刃物を突き付けられる、

髪を引っ張られる、首を絞められる、物を投げつけられるなど） 

１ ２ ３ 

（イ）精神的暴力 

（大声で怒鳴られる、何を言っても無視される、日常的に罵ったり蔑む

言葉を言われる、脅迫をされる、身体的な暴力を振るうそぶりをされ

るなど） 

１ ２ ３ 

（ウ）性的暴力 

（嫌がっているのに性的行為を強要される、見たくないのにポルノビデ

オ・ポルノ雑誌・アダルトサイトを見せられる、避妊に協力してもら

えない、中絶を強要されるなど） 

１ ２ ３ 

（エ）経済的暴力 

（生活費を渡されない、貯金を勝手に使われる、外で働き収入を得るこ

とを妨害されるなど） 

１ ２ ３ 

（オ）社会的暴力 

（交友関係や行き先、電話・郵便物・メールの内容を細かく監視される、

外出や親族・友人との付き合いを制限されるなど） 

１ ２ ３ 

 

 

【問 10で１つでも「何度もあった」「一、二度あった」と回答したかたのみ】 

問 10-１ 誰（どこ）かに相談しましたか。（当てはまるものすべてを選択してください。） 
 

 

1 家族、親族 

2 友人、知人 

3 区の相談窓口（男女平等・共同参画センター、福祉事務所、保健所など） 

4 配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ、東京都女性相談センターなど） 

5 警察 

6 弁護士、法テラス 

7 医療関係者（医師など） 

8 民間の相談機関 

9 その他（                                 ） 

10 誰（どこ）にも相談しなかった 

 

問１０～1１は、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交際相手）

がいる（過去１年以内にいた）かたにお聞きします。（性別に関わらずお答えください。） 

10を選んだかたは、問 10-2（次のページ）へ 
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【問 10-１で「誰（どこ）にも相談しなかった」と回答したかたのみ】 

問 10-２ 相談しなかった理由は、次のどれですか。（当てはまるものすべてを選択してください。） 
 

1 相談できる人がいなかったから 

2 どこに相談してよいのかわからなかったから 

3 人に知られるのではないかと心配だったから 

4 人に打ち明けることに抵抗があったから 

5 相談しても無駄だと思ったから 

6 我慢すればこのまま何とかやっていけると思ったから 

7 自分にも悪いところがあると思ったから 

8 他人を巻き込みたくなかったから 

9 相談するほどのことではないと思ったから 

10 その他（                                 ） 

 

問 11 あなたは、パートナー（配偶者、事実婚のパートナー、同性パートナー、交際相手）からの暴

力の防止及び被害者支援のために、特にどのような対策の充実が必要だと思いますか。（選択は

３つまで） 
 

1 家庭内や交際相手でも暴力は犯罪であるという意識づくり 

2 身近な暴力に気付いたら、周囲の人が通報することが必要であるという啓発 

3 学校におけるお互いの性を尊重する教育  

4 相談機関の紹介や暴力を受けたときの対処方法などに関する知識の提供 

5 精神的に自立するための被害者支援（カウンセリング、相談など） 

6 自立して生活できるための被害者支援（住居や就職のあっせんなど） 

7 離婚訴訟に向けた法律相談窓口の紹介など、法律に関する支援 

8 性別等に関わらずに相談できる窓口の充実  

9 加害者の更生支援（更正プログラムの実施やカウンセリングなど） 

10 その他（                                    ） 

11 わからない 

 
 

 

 

 

問 12 相手を不快にさせる性的な言動（性的指向や性自認に関するものを含む。）を「セクシュアルハ

ラスメント」といいます。あなたはこの１年間に、セクシュアルハラスメントを受けたことが

ありますか。（選択は１つ） 

 

1 受けた               2 受けていない 

 

【問 12で「受けた」と回答したかたのみ】 

問 12-1 それはどこで受けましたか。（当てはまるものすべてを選択してください。） 

 

1 職場              3 地域社会 

2 学校              4 その他（               ） 

問 1２～問 2３は、すべてのかたがお答えください。 
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問 13 あなたは、セクシュアルハラスメントの防止及び被害者支援のために、特にどのような対策の

充実が必要だと思いますか。（選択は３つまで） 
 

1 広報誌・ホームページなどを通じた情報提供 

2 詳しく説明した啓発資料の配布 

3 防止に向けた事業者や事業主の意識改革 

4 実例や防止策などについて説明する講座の開催 

5 被害者や身近な人のための相談窓口 

6 公的機関や支援団体などの相談窓口の周知 

7 学校における防止に関する教育 

8 その他（                                    ） 

9 わからない 

 

問 14 あなたは、「生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）」

という考えを知っていましたか。（選択は１つ） 
 
※『生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）』 

1994 年にカイロで開催された国際人口・開発会議において提唱された概念で、今日、女性の人権の重要な一つと

して認識されるに至っています。リプロダクティブ・ヘルス／ライツの中心課題には、いつ何人子どもを産むか産ま

ないかを選ぶ自由、安全で満足のいく性生活、安全な妊娠・出産、子どもが健康に生まれ育つことなどが含まれてお

り、また、思春期や更年期における健康上の問題等、生涯を通じての性と生殖に関する課題が幅広く議論されていま

す。 
 

1 知っていた           2 初めて知った 

 

問 15 あなたは、問 14でお聞きした考えを踏まえ、現在、妊娠や出産をめぐる女性の健康と権利が尊

重されていると思いますか。（選択は１つ） 
 

1 十分に尊重されている 

2 ある程度尊重されている 

3 あまり尊重されていない 

4 尊重されていない 

5 わからない 

 

【問 15で「あまり尊重されていない」「尊重されていない」と回答したかたのみ】 

問 15-1 「あまり尊重されていない」「尊重されていない」と思う理由は、次のどれですか。（当てはまるものすべてを選択してください。） 
 

1 女性に対して妊娠・出産などに関する情報の提供が不足しているから 

2 男性に対して妊娠・出産などに関する知識の普及が遅れているから 

3 子どもを産むか産まないかという判断は経済的な理由による制約を受けることが多

いから 

4 妊娠・出産に関して男性パートナーの意向が重視されることが多いから 

5 妊娠・出産に関して家族や親族の意向が重視されることが多いから 

6 子どもを産まないという選択を、周りから理解してもらえないから 

7 その他（                                 ） 
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問 16 あなたは、性的マイノリティ（又はＬＧＢＴ（ＬＧＢＴＱ）、セクシュアル・マイノリティ、

性的少数者）※という言葉やその意味を知っていましたか。（選択は１つ） 
 
※性的マイノリティ（又はＬＧＢＴ（ＬＧＢＴＱ）、セクシュアル・マイノリティ、性的少数者） 

レズビアン［Lesbian（女性同性愛者）］、ゲイ［Gay（男性同性愛者）］、バイセクシュアル［Bisexual（両性愛

者）］、トランスジェンダー［Transgender（出生時に割り当てられた性別と自分が認識する性別が異なる人）］

や、クエスチョニング［Questioning（自分の性の在り方を決めていない人）などのことをいいます。 
  

1 言葉も意味も知っていた 

2 言葉は知っていたが意味は知らなかった 

3 言葉を知らなかった 

 

問 17 あなたは、次のいずれか又は両方に当てはまりますか。（選択は１つ） 

・出生時に割り当てられた性別と自分が認識する性別（性自認）が異なる。 

・恋愛・性愛の対象（性的指向）が「異性のみ」※ではない（同性のみ、同性も異性も、性別を

問わない、どの性別も対象にならないなど） 

※「異性」は自分が認識する自身の性別（性自認）とは異なる性別としてお考えください。 

 

1 いずれか又は両方に当てはまる 

2 いずれにも当てはまらない 

3 わからない、答えたくない 

 

【問 17で「いずれか又は両方に当てはまる」と回答したかたのみ】 

問 17-1 ご自身の性的指向や性自認により、日常の生活や行政サービスなどで経験した困り

ごとがあれば記入してください。（記入は任意です。） 
 

 

 

 

問 18 あなたは、この１年間に性的指向や性自認に関する次のハラスメントを見聞きしたことがあり

ますか。（当てはまるものすべてを選択してください。） 
 

1 性的マイノリティに関する差別的な言動や嘲笑、呼称（ネタや笑いものにするなど） 

2 性的指向や性自認を理由とするいじめ、無視、暴力（家族が性的マイノリティであることに

よるものも含む。） 

3 望まない性別での生活の強要（例：性自認とは異なる制服の着用の強制） 

4 性的指向や性自認を理由とする不当な異動や解雇、入学拒否や転校強制 

5 誰かの性的指向や性自認を本人の許可なく第三者に公表（暴露）すること（アウティング） 

6 いずれも見聞きしたことはない 
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【問 18で１～５のいずれかを見聞きしたことがあると回答したかたのみ】 

問 18-1 それを見聞きしたのはどこですか。（当てはまるものすべてを選択してください。） 

 

1 職場              3 地域社会 

2 学校              4 その他（               ） 

 

問 19 性的マイノリティへの配慮を意識した日頃の行動について、あなたが当てはまるものを選んで

ください。（当てはまるものすべてを選択してください。） 
 

1 理解を深めるためにインターネットや本などで多様な性の在り方に関する知識を得る 

2 理解を深めるために多様な性の在り方に関するセミナーやイベントに参加する 

3 ＳＮＳ等で多様な性の在り方の理解促進につながる投稿を発信又は共有する 

4 性的マイノリティが抱える生きづらさやそれを解消するための課題について説明する 

5 性的指向や性自認に関するハラスメントを見聞きした際に制止する 

6 性的マイノリティを支援する気持ちを示す物（レインボーグッズなど）を持っている 

7 生きづらさや困りごとを理解するために性的マイノリティの話に耳を傾ける 

8 その他（上記以外で該当する行動があればご記入ください。） 

（                                       ） 

9 特に意識して行動していることはない 

 

問 20 性の多様性を尊重する社会を実現するために、区は特にどのような取組に力を入れたらよいと

思いますか。（選択は３つまで） 
 

1 ＨＰや区報等での情報発信 

2 パンフレットなどの啓発資料作成、配布 

3 講座・セミナーの開催 

4 区内企業や病院への啓発 

5 交流イベントの開催 

6 相談窓口（窓口・電話） 

7 相談窓口（ＳＮＳ） 

8 性的マイノリティが安心して集まれるコミュニティスペース作り 

9 パートナーシップ制度 

10 子どもや教職員への教育及び教育現場における配慮 

11 性の多様性を意識したトイレや更衣室等の整備 

12 職員に対する啓発（職員研修等） 

13 各種行政サービスに性の多様性の視点を取り入れる 

14 その他（                                  ） 

15 わからない 
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 Ⅳ 区の男女平等・共同参画及び性の多様性尊重施策            

 

問 21 あなたは、目黒区が行っている次の施策や事業を知っていましたか。（（ア）～（オ）のそれぞ

れについて、回答を１つ選択してください。） 

 

 知
っ
て

い
た 

知
ら
な

か
っ
た 

（ア）「男女が平等に共同参画し性の多様性を尊重する社会づくり条例」を制定してい

ること 
１ ２ 

（イ）「男女平等・共同参画及び性の多様性の尊重を推進する計画」に基づき、施策や

事業を推進していること 
１ ２ 

（ウ）区長の付属機関として「男女平等・共同参画審議会」を設置していること １ ２ 

（エ）男女が平等に共同参画し性の多様性を尊重する社会づくりの推進を阻害する事項

についての区民からの申出等を処理するため、「男女平等・共同参画オンブーズ」

を設置していること 

１ ２ 

（オ）「男女平等・共同参画センター」を運営し、各種講座や相談事業を実施している

こと 
１ ２ 

 

問 22 あなたは、男女平等・共同参画及び性の多様性尊重を推進するために、今後、区は特にどのよ

うなことに力を入れたらよいと思いますか。（選択は３つまで） 
 

1 区の審議会等への女性の積極的な登用 

2 男女平等・共同参画及び性の多様性に関する情報提供の充実 

3 区の施策や事業の積極的な周知 

4 雇用・労働に関する情報提供の充実 

5 区職員への意識啓発 

6 学校での男女平等・共同参画及び性の多様性尊重に向けた教育の推進 

7 ワーク・ライフ・バランスに関する施策の充実 

8 保育・育児支援施策の充実 

9 介護支援施策の充実 

10 相談事業の充実 

11 女性問題、男女平等・共同参画及び性の多様性に関する講座や講演会の充実 

12 区民・事業者・区の協働の促進 

13 その他（                                    ） 

14 わからない 
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問 23 目黒区男女平等・共同参画センターでは、男女平等・共同参画及び性の多様性の尊重を推進す

るためにさまざまな事業を実施しています。あなたは、今後、特にどの事業に力を入れたらよ

いと思いますか。（選択は３つまで） 
 

1 男女平等・共同参画及び性の多様性尊重を推進するための啓発事業 

2 女性の起業や就業を支援するための講座 

3 男性の家庭や地域への参画を支援する講座 

4 ストーカー、ＤＶ、性被害などを扱う講座 

5 性的マイノリティなどを扱う講座 

6 メディア・リテラシー向上のための講座 

7 男女平等・共同参画及び性の多様性に関する図書や資料の提供 

8 こころ・からだ・法律に関する女性を対象とした相談事業 

9 男性のための悩み相談事業 

10 啓発誌等の発行による情報提供 

11 ＳＮＳを活用した情報発信 

12 団体・グループの交流及び自主活動の支援 

13 区民参画による講座・イベントなどの実施 

14 その他（                                    ） 

15 わからない 

 

 

 

最後に「あなた」についてお尋ねします。（次のページへ） 
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 あなたについて                           

 

Ｆ１ あなたの性別※についてお答えください。 

（この質問は個人の意識や置かれている状況を性別※と併せて統計的に分析するためにお尋ねしています。） 

※戸籍上の性別に関わらず、現在自分が認識している性別 

 

1 女性          2 男性          3 それ以外（    ） 

 

Ｆ２ あなたの年齢についてお答えください。 
 

1 １０歳代    3 ３０歳代    5 ５０歳代    7 ７０歳以上 

2 ２０歳代    4 ４０歳代    6 ６０歳代     

 

Ｆ３ あなたに次のパートナーはいらっしゃいますか。（過去１年以内にいた場合を含みます。） 
 

1 配偶者（事実婚を含む。）            3 交際相手 

2 同性パートナー                4 パートナーはいない 

 

【Ｆ３で「配偶者（事実婚を含む。）」と回答したかたのみ】 

Ｆ３－１ あなたの世帯は共働き（パート・アルバイトを含みます。）ですか。 
 

1 共働きである           2 共働きではない 

 

Ｆ４ あなたの世帯の構成は、次のどれに該当しますか。ご自身の立場（自分が親、自分が子ども）に

関わらず、世帯構成をお答えください。（「夫婦」は事実婚や同性カップルを含みます。） 
 

1 単身（一人暮らし）           4 親と子ども夫婦（二世代家族） 

2 夫婦（自分とパートナー）のみ      5 親と子ども夫婦と孫（三世代家族） 

3 親と独身の子ども（ひとり親世帯を含む。）6 その他（              ） 

 

Ｆ５ あなたの家庭には、次に該当するかたがいらっしゃいますか。（当てはまるものすべてを選択してください。） 
 

1 未就学児               4 中学生 

2 小学１年生～３年生          5 介護が必要なかた 

3 小学４年生～６年生          6 １～５のいずれもいない 

 

調査全体に関してお気付きの点がございましたらご記入ください。 

 

ご回答ありがとうございました。                   目黒区総務部人権政策課 


